
Sado City NewsletterSado City Newsletter No.78

主な内容

おいしい佐渡産を食べてほしい！…………2～5　路線バスをご利用ください………… 6
「島発」「本土発」どちらでも 乗用車往復運賃・ジェットフォイル運賃 秋の特別割引 …… 7
8月29日は佐渡市総合防災訓練 …………………………………………………………… 24

市役所では、地球温暖化対策の取組として、冷房28℃の温度設定を徹底しています。これに伴い、６月から９月
の間を軽装の励行期間としてクールビズに取り組んでいます。市民の皆さまのご理解とご協力をお願いします。
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夏だ！ 海だ！
佐渡の豊かな海で遊ぶ・学ぶ
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　海の日の7月19日、子どもたちに海の大切さ、厳し
さ、楽しさを知ってもらう「海の日体験学習」が、琴
浦海岸（小木）で行われました。佐渡漁業協同組合両
津支所青年協議会が主催するこの体験学習に、市内の
小学生32人が参加しました。海についての学習や、
海岸清掃を行った後、昼食は琴浦でとれたサザエとコ
シヒカリを使ったサザエカレー。午後からは、たらい
舟に乗って海の生きものを観察したり、シュノーケリ
ングやスキューバダイビングを体験したりと、佐渡の
海を満喫しました。

ヤドカリ（!?）発見！

サザエカレー、いただきまーす



　
佐
渡
米
、
お
け
さ
柿
、
ブ
リ
、
カ
キ
、
イ

カ
、
佐
渡
牛
…
ま
だ
ま
だ
書
き
き
れ
な
い
ほ

ど
、
佐
渡
に
は
「
海
・
山
・
大
地
」
の
自
然

の
恵
み
を
い
っ
ぱ
い
に
受
け
た
、
お
い
し
い

食
べ
物
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　
地
元
の
新
鮮
で
安
全
な
食
材
は
、
私
た
ち

の
体
を
つ
く
り
、
元
気
に
し
て
く
れ
ま
す
。

　
地
域
で
と
れ
た
も
の
を
そ
の
地
域
で
消
費

す
る
「
地
産
地
消
」
は
、
生
産
者
と
消
費
者

が
同
じ
地
域
で
生
活
し
て
い
る
こ
と
で
お
互

い
の
顔
が
見
え
、
相
互
理
解
を
深
め
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　
市
で
も
「
地
産
地
消
」
に
取
り
組
み
、
昨

年
10
月
に
制
定
さ
れ
た
「
佐
渡
市
地
産
地
消

推
進
条
例
」
を
具
体
的
に
進
め
る
た
め
の

「
佐
渡
市
地
産
地
消
推
進
計
画
」
を
策
定
し

ま
し
た
。

　
自
然
環
境
に
恵
ま
れ
た
佐
渡
は
、
山
や
海

の
食
材
が
豊
か
で
、
自
給
自
足
の
可
能
な
島

で
あ
る
と
い
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、

島
内
で
消
費
さ
れ
て
い
る
食
材
の
ほ
と
ん
ど

は
島
外
か
ら
の
も
の
で
、
島
内
で
生
産
で
き

る
と
思
わ
れ
る
農
林
水
産
物
も
、
島
外
産
が

多
く
を
占
め
て
い
ま
す
。

　
推
進
計
画
期
間
の
５
年
間
（
平
成
22
年
度

か
ら
26
年
度
）
で
、
佐
渡
産
野
菜
の
島
内
流

通
比
率
や
、
学
校
給
食
で
の
佐
渡
産
使
用
比

率
、
消
費
者
の
地
産
地
消
に
対
す
る
意
識
を

高
め
て
い
き
ま
す
。

　

地産地消の良いところは…

・地元で生産されたものだから新鮮です。
・生産者の顔が見えるため、安全で安心。
・地元で生産されたものを地元で消費する
　ことで、地域経済の活性化につながります。 
・輸送にかかるコストや燃料が減るので、
　家計にも環境にも優しい取組みです。

おいしい佐渡産を
　　食べてほしい！
おいしい佐渡産を
　　食べてほしい！
おいしい佐渡産を
　　食べてほしい！
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学
校
給
食
に
地
元
の
食
材
を

　
鷲
崎
（
両
津
）
に
あ
る
内
海
府
小
学
校
・

中
学
校
で
は
、
子
ど
も
た
ち
に
地
域
で
と
れ

た
新
鮮
で
安
全
な
食
材
を
食
べ
て
育
っ
て
も

ら
い
た
い
と
い
う
地
域
の
方
々
の
強
い
思
い

か
ら
、
農
業
や
漁
業
を
営
む
地
域
の
方
か
ら

提
供
を
受
け
た
食
材
を
給
食
に
取
り
入
れ
て

い
ま
す
。

　
内
海
府
小
は
、
２
年
後
に
内
海
府
中
と
小

中
一
貫
校
に
な
る
こ
と
が
予
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
を
務
め
る
多
田
好
正
さ
ん

は
、
子
ど
も
た
ち
の
こ
と
、
地
域
の
こ
と
、

学
校
の
こ
と
を
考
え
る
中
で
、
「
こ
こ
で
し

か
食
べ
ら
れ
な
い
・
味
わ
え
な
い
給
食
」
を

子
ど
も
た
ち
に
食
べ
さ
せ
た
い
と
、
地
元
の

食
材
を
使
っ
た
給
食
へ
の
取
組
み
を
始
め
ま

し
た
。

　
漁
業
を
営
む
多
田
さ
ん
は
、
給
食
に
魚
を

提
供
し
て
い
ま
す
。
「
今
後
、
市
と
協
議
し

て
、
地
元
食
材
を
使
っ
た
給
食
の
回
数
を
増

や
し
て
い
き
た
い
。
小
中
一
貫
校
の
時
に

は
、
な
お
一
層
す
ば
ら
し
い
給
食
に
し
た

い
。
」
と
言
い
ま
す
。
　

　
米
や
野
菜
を
提
供
し
て
い
る
の
は
、
有
機

農
法
に
取
り
組
む
本
間
太
郎
さ
ん
。
本
間
さ

ん
の
お
米
は
、
新
潟
県
特
別
栽
培
農
産
物
の

認
証
を
受
け
て
い
ま
す
。
「
有
機
無
農
薬
な

ら
人
間
の
体
に
優
し
い
も
の
が
で
き
る
。
手

間
が
か
か
り
、
リ
ス
ク
も
あ
る
が
、
子
ど
も

を
育
て
る
の
と
同
じ
よ
う
に
、
作
物
を
で
き

る
だ
け
健
康
に
育
て
た
い
。
」
と
語
る
本
間

さ
ん
。
「
そ
の
地
域
で
と
れ
た
旬
の
い
ろ
い

ろ
な
も
の
を
食
べ
る
こ
と
で
、
元
気
が
生
ま

れ
て
く
る
。
日
本
一
贅
沢
な
学
校
給
食
で

す
。
」
と
、
子
ど
も
た
ち
が
給
食
を
食
べ
る

様
子
を
、
優
し
い
ま
な
ざ
し
で
見
守
り
ま

す
。

　
子
ど
も
た
ち
に
対
す
る
愛
情
と
佐
渡
の
自

然
の
恵
み
が
が
い
っ
ぱ
い
詰
ま
っ
た
給
食

が
、
子
ど
も
た
ち
の
健
康
な
体
を
つ
く
り
、

郷
土
へ
の
愛
着
を
育
ん
で
い
ま
す
。

　
内
海
府
小
・
中
学
校
で
は
、
毎
月
３
回
か

ら
４
回
、
地
元
食
材
を
使
っ
た
給
食
を
実
施

し
て
い
く
予
定
で
す
。

　
佐
渡
産
を
使
っ
た
学
校
給
食
統
一
献
立

　
食
育
の
推
進
と
、
地
場
産
物
の
使
用
拡
大

を
目
的
に
、
佐
渡
産
物
を
活
用
し
た
学
校
給

食
統
一
献
立
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
取
組
み
は
、
21
年
度
に
引
き
続
き
実

施
す
る
も
の
で
、
佐
渡
で
育
つ
子
ど
も
が
、

地
元
で
と
れ
た
食
材
を
食
べ
る
こ
と
で
、
郷

土
を
理
解
し
、
郷
土
を
愛
す
る
気
持
ち
を
育

ん
で
も
ら
お
う
と
、
今
年
度
３
回
の
実
施
が

計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。
１
回
目
は
７
月
に
実

施
。
佐
渡
産
の
食
材
に
関
す
る
解
説
も
あ
り

ま
し
た
。

　
今
後
は
、
１
年
を
通
し
て
佐
渡
産
物
を
使

っ
た
学
校
給
食
を
よ
り
多
く
提
供
で
き
る
よ

う
、
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

本間さん（写真左）や
多田さん（左から２人目）との給食

▲統一献立メニュー　米粉パン、ペンネと鶏肉のトマト煮、ゴーヤとツナのサ
ラダ、わかめ入り卵スープ、フルーツ（プラム）。この中で使われている米粉、牛
乳、玉ねぎ、トマト、プラム、ゴーヤ、きゅうり、わかめ、ねぎは、佐渡産です。

▲佐渡産食材に関する解説
（河崎小学校）

内海府小の給食メニュー　ご飯、けんちん汁、ブリのみ
そ焼、野菜のアーモンド和え、牛乳、ふりかけ。お米、け
んちん汁に使われている玉ねぎ、ブリは、地元の食材。

内海府小の給食メニュー　ご飯、けんちん汁、ブリのみ
そ焼、野菜のアーモンド和え、牛乳、ふりかけ。お米、け
んちん汁に使われている玉ねぎ、ブリは、地元の食材。

内海府小の給食メニュー　ご飯、けんちん汁、ブリのみ
そ焼、野菜のアーモンド和え、牛乳、ふりかけ。お米、け
んちん汁に使われている玉ねぎ、ブリは、地元の食材。 子

ど
も
た
ち
に
、

　
地
元
の
も
の
を
食
べ
さ
せ
た
い

おいしい佐渡産を食べてほしい！

3



　
佐
渡
を
代
表
す
る
味
覚
・
天
然
ブ
リ
を
使
っ

た
新
・
ご
当
地
グ
ル
メ
「
佐
渡
天
然
ブ
リ
カ
ツ

丼
」
が
、
先
月
デ
ビ
ュ
ー
し
ま
し
た
。

　
ほ
ぼ
通
年
で
水
揚
げ
さ
れ
て
い
る
天
然
ブ

リ
。
佐
渡
を
訪
れ
る
方
に
佐
渡
の
天
然
ブ
リ
を

味
わ
っ
て
ほ
し
い
と
、
新
た
な
ブ
リ
料
理
の
開

発
に
、
市
や
佐
渡
観
光
協
会
、
市
内
の
料
理
人

ら
が
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　
試
行
錯
誤
を
重
ね
、
試
食
会
を
繰
り
返
す
中

で
ブ
リ
カ
ツ
丼
に
決
定
。
ご
飯
は
、
佐
渡
市
認

証
米
「
朱
鷺
と
暮
ら
す
郷
」（
コ
シ
ヒ
カ
リ
）
、

カ
ツ
の
衣
に
も
認
証
米
の
米
粉
を
使
い
、
副
菜

の
イ
カ
と
な
が
も
の
和
え
物
、
汁
も
の
、
デ
ザ

ー
ト
も
、
佐
渡
産
の
食
材
に
こ
だ
わ
っ
た
「
佐

渡
天
然
ブ
リ
カ
ツ
丼
」
が
完
成
し
ま
し
た
。

　
タ
レ
の
「
特
製
あ
ご
だ
し
醤
油
ダ
レ
」
が
、

サ
ク
サ
ク
の
衣
と
、
臭
み
が
な
く
あ
っ
さ
り
と

し
た
ブ
リ
カ
ツ
に
よ
く
合
い
、
好
評
で
す
。

　
地
産
地
消
メ
ニ
ュ
ー
と
し
て
皆
さ
ん
に
愛
さ

れ
、
地
域
活
性
化
、
観
光
振
興
に
つ
な
が
っ
て

い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

①正式名称は「佐渡天然ブリカツ丼」とする。
②佐渡産の天然ブリを使う。
③天然ブリのカツは、５切れ（１切れ約20グラム）とする。
④タレは協議会指定レシピの「特製あごだし醤油ダレ」を使用する。
　※「あご」とは「トビウオ」のこと
⑤佐渡市認証米「朱鷺と暮らす郷」（コシヒカリ）の米粉を衣に使う。
⑥ごはんに使用するお米は佐渡市認証米「朱鷺と暮らす郷」（コシヒカリ）とする。
⑦副菜として地場産の「イカながも」をつける。
⑧地場産の食材にこだわった汁ものをつける。
⑨佐渡産の果物、果実を使ったデザートをつける。
⑩「佐渡天然ブリカツ丼」の認証とも言える大漁旗をつける。
⑪価格は1200円以下（税込み）とする。

イメージキャラクター
のブリカツくん

佐渡ご当地グルメ
普及促進協議会
会長　伊藤哲夫さん

佐
渡
天
然
ブ
リ
カ
ツ
丼
の
ル
ー
ル

　７月７日のデビュー以来、皆さんに喜んでいただい

ています。「おいしかった。今度またこれにする」と

言ってくださるリピーターもできました。ブリは天然

ものですので臭みがありません。揚げてもパサパサ感

がなく、しっとりとした食感です。「佐渡でしか食べ

られない」ブリカツ丼を、お子さんからお年寄りまで

幅広い年代の方に味わっていただきたいと思います。

出世魚のブリを使った「カツ丼」ですから、縁起担ぎや、

家族のお祝い事などにもぜひどうぞ！

佐渡天然ブリカツ丼は
島内の8店舗で食べることができます

海鮮横丁(両津)　　　☎0259-27-4158

長三郎(新穂)　　　　☎0259-22-2125

味彩(佐和田)　　　　☎0259-57-2800

デイリー(佐和田)      ☎0259-52-2078

めおと岩ドライブイン(相川) ☎0259-76-2511

尖閣湾レストハウス（相川) ☎0259-75-2221

小木家(小木)            ☎0259-86-3666

おぎの湯(小木)　　　☎0259-81-4111

数量に限りがあります。

売り切れの場合はご容赦ください。

ブリカツ丼に関するお問い合わせ　佐渡ご当地グルメ普及促進協議会　☎0259-24-1955
公式サイト　http://www.burikatsu.com/

と
こ
と
ん
佐
渡
産
に
こ
だ
わ
っ
た

　
新
ご
当
地
グ
ル
メ

　 
佐
渡
天
然
ブ
リ
カ
ツ
丼

インタビュー
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佐
渡
産
の
農
林
水
産
物
や
、
加
工
品
、
工

芸
品
な
ど
を
紹
介
し
、
販
売
す
る
ア
ン
テ
ナ

シ
ョ
ッ
プ
「
佐
渡
特
選
市
場
」
が
、
７
月
17

日
に
新
穂
大
野
地
区
の
旧
佐
渡
中
央
消
防
署

南
支
所
に
、
８
月
４
日
に
は
東
京
・
丸
の
内

の
国
際
ビ
ル
１
階
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
と
は
、
企
業
が
自
社

製
品
の
紹
介
を
し
た
り
、
自
治
体
が
地
元
の

特
産
品
な
ど
を
販
売
し
た
り
し
て
、
消
費
者

の
反
応
や
評
価
を
調
査
し
、
商
品
開
発
や
販

路
開
拓
に
役
立
て
る
目
的
で
開
設
す
る
店
舗

で
す
。

　
こ
の
「
佐
渡
特
選
市
場
」
は
、
国
の
「
ふ

る
さ
と
雇
用
再
生
特
別
基
金
事
業
」
を
活
用

し
、
失
業
者
対
策
と
し
て
佐
渡
市
で
４
人
、

東
京
で
３
人
の
離
職
者
を
新
た
に
雇
用
。
運

営
は
民
間
事
業
者
へ
委
託
し
て
い
ま
す
。
観

光
情
報
の
発
信
、
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
希
望
者
へ

の
情
報
提
供
も
あ
わ
せ
て
行
い
、
佐
渡
市
内

に
お
け
る
地
産
地
消
の
推
進
と
、
首
都
圏
に

お
け
る
佐
渡
産
品
の
知
名
度
ア
ッ
プ
と
販
路

拡
大
、
首
都
圏
と
佐
渡
を
つ
な
ぐ
役
割
を
担

い
ま
す
。

　
ま
た
、
両
津
商
工
会
に
よ
る
ア
ン
テ
ナ
シ

ョ
ッ
プ
「
ほ
ん
ま
も
ん
佐
渡
市
場
」
は
、
両

津
夷
商
店
街
の
空
き
店
舗
を
利
用
し
て
開
設

さ
れ
て
い
ま
す
。
商
店
街
の
活
性
化
や
、
佐

渡
観
光
と
地
産
地
消
の
振
興
に
貢
献
し
て
い

る
ほ
か
、
販
売
の
状
況
を
モ
ニ
タ
ー
す
る
こ

と
で
商
品
の
開
発
・
資
源
の
掘
り
起
こ
し
を

し
、
生
産
者
の
意
欲
の
増
進
を
図
っ
て
い
ま

す
。

　
気
軽
に
地
元
の
産
品
を
販
売
・
購
入
で
き

る
場
と
し
て
、
生
産
者
と
消
費
者
の
交
流
が

生
ま
れ
、
産
業
の
振
興
、
地
域
の
活
性
化
に

つ
な
が
る
こ
と
も
期
待
で
き
ま
す
。

　
ぜ
ひ
、
皆
さ
ん
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

新
た
な
発
見
・
出
会
い
が
あ
る
か
も
知
れ
ま

せ
ん
よ
。

ほんまもん佐渡市場
両津夷商店街内（両津夷五ノ町）
営業時間 　午前9時～午後5時 
　　　　 　（夏季は午前10時〜午後6時） 
※毎週水曜日と年末年始はお休み
☎090−7228ー4534

佐渡特選市場

ほんまもん
佐渡市場

丸の内佐渡特選館
東京都千代田区丸の内、国際ビル1階
営業時間 　午前10時～午後7時

（日曜・祝日は午後5時まで）
※年末年始はお休み

佐渡特選市場　佐渡店
旧佐渡中央消防署南支所（新穂大野） 
営業時間 午前9時30分～午後5時30分 
※年末年始はお休み
☎0259−22ー2925

地元生産者が育てた新鮮な野菜や、菓子、海産物などが並ぶ

本町通り

両津商工会

大光銀行
両津支店

北越銀行
両津支店

キング
両津店

両津公共
職業安定所

両津港→

丸屋書店

ほんまもん
佐渡市場

350

根本寺

佐渡総合高校

（旧佐渡中央消防署南支所）

佐渡特選市場

新穂JA

↑
金
井
方
面

両
津
方
面
↓

南線

外
堀
通
り

東
京
メ
ト
ロ
丸
の
内
線

↑
東
京
駅

有楽町

帝国劇場

東京国際
フォーラム

ザ ぺニンシュラ
東京

国際ビル皇居外苑

日比谷

日
比
谷
通
り

東京メトロ日比谷線

佐
渡
産
１
０
０
％
の
直
売
所

佐
渡
の「
い
い
も
の
」に
出
会
え
ま
す

おいしい佐渡産を食べてほしい！
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現
在
、
観
光
施
設
等
へ
の
利
便
性
向
上
を

検
証
す
る
社
会
実
験
と
し
て
、
路
線
バ
ス
の

一
部
で
観
光
施
設
等
ま
で
運
行
し
て
い
ま
す
。

　
温
泉
施
設
や
体
験
施
設
等
の
近
く
ま
で
バ

ス
停
を
設
置
し
て
運
行
し
て
い
ま
す
の
で
、

日
ご
ろ
、
車
を
利
用
さ
れ
て
い
る
方
も
お
子

さ
ん
と
一
緒
に
路
線
バ
ス
に
乗
っ
て
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　
ま
た
、
祭
り
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
多
く
の
人
が

集
ま
る
場
所
へ
は
、
駐
車
場
の
心
配
が
い
ら
な

い
路
線
バ
ス
を
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

運
行
期
間

　
11
月
28
日（
日
）ま
で
の
土
・
日
・
祝
日

対
象
路
線
　
主
な
み
ど
こ
ろ

・
本
線
（
佐
渡
金
山
ま
で
延
長
運
行
）

　
相
川
郷
土
博
物
館
・
佐
渡
奉
行
所
・
佐
渡

版
画
村
・
佐
渡
金
山

・
南
線
（
妙
宣
寺
・
国
分
寺
の
あ
る
佐
渡
飛

鳥
路
へ
迂
回
運
行
）
　
※
地
図
参
照

　
大
膳
神
社
・
妙
宣
寺
・
国
分
寺
・
ア
ル
コ

ー
ル
共
和
国
・
佐
渡
歴
史
伝
説
館

・
七
浦
海
岸
線
（
尖
閣
湾
ま
で
延
長
運
行
）

　
夫
婦
岩
・
尖
閣
湾
達
者
・
尖
閣
湾
揚
島

・
小
木
線
・
宿
根
木
線
（
宿
根
木
・
佐
渡
太

鼓
体
験
交
流
館
方
面
ま
で
延
長
運
行
）

　
沢
崎
・
宿
根
木
・
佐
渡
太
鼓
体
験
交
流
館

・
小
木
た
ら
い
舟
・
西
三
川
ゴ
ー
ル
ド
パ

ー
ク
・
佐
渡
歴
史
伝
説
館

・
ト
キ
の
森
シ
ャ
ト
ル
（
両
津
港
か
ら
ト

キ
の
森
公
園
ま
で
運
行
）

　
ト
キ
の
森
公
園
・
新
穂
潟
上
温
泉
・
椎

崎
温
泉

お
問
い
合
わ
せ
　
市
役
所
交
通
政
策
課

生
活
交
通
係
　
☎
63
―
３
１
８
４

・
夏
休
み
１
日
フ
リ
ー
券

　
（
有
効
期
間
７
月
17
日
〜
８
月
31
日
）

　
　
大
人
１
５
０
０
円
、
子
ど
も
半
額
。

・
２
日
間
フ
リ
ー
券

　
（
土
・
日
ま
た
は
日
・
祝
の
連
続
す
る

　
　
２
日
間
有
効
。
通
年
）

　
　
大
人
２
０
０
０
円
、
子
ど
も
半
額
。

○
バ
ス
の
時
刻
は
、
新
潟
交
通
佐
渡
㈱
発

行
の
時
刻
表
（
土
・
日
・
祝
日
版
）
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。
フ
リ
ー
券
は
新
潟
交

通
佐
渡
㈱
窓
口
で
販
売
し
て
い
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
　
新
潟
交
通
佐
渡
㈱
本
社

営
業
所
　
☎
57
―
２
１
２
１

乗
る
ほ
ど
お
得
な
　

バ
ス
フ
リ
ー
券
も
あ
り
ま
す

土
・
日
・
祝
日
の
み
路
線
バ
ス
の
一
部
が

　
　
迂
回
・
延
長
し
て
観
光
地
を
巡
り
ま
す

　
通
院
者
や
高
齢
者
の
外
出
支
援
と
し

て
、
乗
換
え
が
必
要
な
路
線
を
対
象
に
、

運
行
区
間
や
時
間
を
見
直
し
た
「
指
定
便

（
バ
ス
）
」
が
運
行
さ
れ
て
い
ま
す
。
ぜ

ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◆
75
歳
以
上
の
方
で
バ
ス
補
助
券
を
利
用

す
る
場
合

　
指
定
便
に
乗
車
す
る
と
、
目
的
地
ま
で

「
バ
ス
補
助
券
」
１
枚
と
現
金
２
０
０
円

で
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。
な
お
、
バ
ス

を
乗
換
え
る
場
合
は
、
始
め
に
乗
車
し
た

バ
ス
の
運
転
手
に
乗
換
え
る
こ
と
を
伝
え

て
「
乗
換
券
」
を
も
ら
い
、
乗
換
え
た
バ

ス
を
降
り
る
と
き
に
「
乗
換
券
」
を
渡
し

て
く
だ
さ
い
。（
帰
り
も
同
様
で
す
。
）

対
象
路
線

・
内
海
府
線

・
東
海
岸
線
（
監
督
署
前
で
内
海
府
線
の

指
定
便
に
乗
換
え
）

・
前
浜
線
（
浦
津
で
赤
泊
線
の
指
定
便
に

乗
換
え
）

・
度
津
線
（
羽
茂
高
校
前
で
小
木
線
の
指

定
便
に
乗
換
え
）

・
外
三
崎
線
（
小
木
で
小
木
線
の
指
定
便

に
乗
換
え
）
９
月
末
ま
で

・
赤
泊
山
の
手
線
（
東
光
寺
前
で
赤
泊
線

の
指
定
便
に
乗
換
え
）
９
月
末
ま
で

※
詳
細
な
時
刻
は
、
新
潟
交
通
佐
渡
㈱
発

行
の
島
内
バ
ス
時
刻
表
（
平
日
版
）
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
　
市
役
所
交
通
政
策
課

　
生
活
交
通
係
　
☎
63
―
３
１
８
４

通
院
者
・
高
齢
者
の
外
出
支
援
と
し
て

路
線
バ
ス
を
使
っ
た
社
会
実
験 

実
施
中
！

路
線
バ
ス
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

6

新町学校前 吉岡
壇風城前

竹田橋
(佐和田行き)

大膳神社

妙宣寺
国分寺

吉岡

アルコール
共和国

佐渡歴史
伝説館

竹田橋
(両津行き)

真野新町

新町本町
真野御陵
入口

※11月までの土・日・祝日。一部の便運行！

至小木

至佐和田

至赤泊

　　至畑野

竹田橋

ラッピングバス



　
８
月
21
日
か
ら
11
月
28
日
（
小
木
直
江
津

航
路
は
11
月
23
日
）
ま
で
の
土
・
日
・
祝
日

に
出
発
す
る
乗
用
車
往
復
航
送
運
賃
と
ジ
ェ

ッ
ト
フ
ォ
イ
ル
運
賃
の
特
別
割
引
を
実
施
し

ま
す
。「
島
発
」
「
本
土
発
」
の
ど
ち
ら
で
も

ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。
な
お
、
小
木
直
江

津
航
路
の
割
引
に
つ
い
て
は
、
新
潟
県
・
上

越
市
・
佐
渡
市
が
運
賃
の
一
部
を
支
援
し
て

い
ま
す
。
い
ず
れ
の
割
引
も
事
前
の
予
約
が

必
要
で
す
。
（
空
き
が
あ
れ
ば
当
日
で
も
割

引
が
適
用
さ
れ
ま
す
。
）

乗
用
車
往
復
運
賃
特
別
割
引

期
間
　
《
土
・
日
・
祝
日
出
発
限
定
》

・
両
津
〜
新
潟
航
路
　
　

　
８
月
21
日（
土
）〜
11
月
28
日（
日
）

・
小
木
〜
直
江
津
航
路
　

　
８
月
21
日（
土
）〜
11
月
23
日（
火
・
祝
）

運
賃
　
乗
用
車
１
台
往
復
（
燃
料
油
価
格
変

動
調
整
金
を
含
む
。
）

・
両
津
〜
新
潟
航
路
　
　
１
万
６
８
０
０
円

・
小
木
〜
直
江
津
航
路
　
１
万
３
８
０
０
円

※
運
転
者
、同
乗
者
の
旅
客
運
賃
が
別
途
必
要

ジ
ェ
ッ
ト
フ
ォ
イ
ル
運
賃
特
別
割
引

期
間
　
《
土
・
日
・
祝
日
出
発
限
定
》

　
８
月
21
日（
土
）〜
11
月
28
日（
日
）

運
賃
（
燃
料
油
価
格
変
動
調
整
金
を
含
む
）

　
大
人 

片
道
３
９
８
０
円 

往
復
７
９
６
０
円

　
小
児 

片
道
１
９
９
０
円 

往
復
３
９
８
０
円

お
問
い
合
わ
せ
・
ご
予
約

　
佐
渡
汽
船
㈱
両
津
総
合
案
内
所
　

　
☎
27
―
５
６
１
４

　
（
午
前
８
時
〜
午
後
６
時
）

「
島
発
」「
本
土
発
」ど
ち
ら
で
も

乗
用
車
往
復
運
賃
・
ジ
ェ
ッ
ト
フ
ォ
イ
ル
運
賃

秋
の
特
別
割
引

市
役
所
交
通
政
策
課
　
☎
63―

３
１
８
４

市役所交通政策課　☎63-3184

　佐渡航路における島民利用者の負担軽減を図る

ため、平成 22年 9月 1日から 12月 31日までの

間、航路運賃に含まれる燃料油価格変動調整金の

一部を、佐渡市が助成します。

　燃料油の高騰に伴い、航路事業者の運航コスト

が上昇して航路の維持に支障が生じる恐れがある

ため、航路利用者に応分の負担をいただいている

「燃料油価格変動調整金」制度。

　調整金価格は３か月ごとに見直しされており、

9月末までは往復で大人 520 円、小人 260 円が航

路運賃にすでに含まれています。

●助成対象者
　佐渡航路利用者のうち、カーフェリー 2等・高速船の
「島発往復切符」を購入する方。（ジェットフォイル、車
両航送を除く。）
●助成金額　
　往復で大人520円以内、小人260円以内。
※10～ 12月の調整金価格は未定のため、9月末まで
の価格を上回った場合は、往復で大人 520 円、小人
260円をそれぞれ上限額とします。また、下回った場
合は、当該調整金価格の全額を助成します。

●助成対象期間　
　平成 22年 9月 1日から 12月 31日まで
　（同期間に発券された切符が対象）
※皆さまが購入する「島発往復切符」の金額は、すで
に助成分が控除された金額となります。

航路運賃に含まれる燃料油価格変動
調整金の一部を佐渡市が助成します

～航路運賃・燃料油価格変動調整金助成事業～
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自
治
体
（
市
区
町
村
・
都
道
府
県
）
へ
寄

付
を
し
た
場
合
、
そ
の
寄
付
金
の
う
ち
５
０

０
０
円
を
超
え
る
部
分
に
つ
い
て
、
住
民
税

所
得
割
額
の
お
お
よ
そ
１
割
を
上
限
と
し
て
、

申
告
す
る
こ
と
に
よ
り
住
民
税
の
寄
付
金
税

額
控
除
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
寄
付
を
す
る
こ
と
で
、
住
民
税
の
一
部
を

応
援
す
る
自
治
体
へ
納
税
す
る
の
と
同
様
の

効
果
と
な
る
こ
と
か
ら
、「
ふ
る
さ
と
納
税
」

と
い
わ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
所
得
税
に
お
い
て
も
当
該
寄
付
金

の
う
ち
２
０
０
０
円
を
超
え
る
部
分
に
つ
い

て
、
確
定
申
告
す
る
こ
と
で
税
の
還
付
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
寄
付
金
申
込
書
は
、
市
役
所
税
務
課
・
各

支
所
市
民
課
・
各
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ

ー
・
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
り
ま
す
。

　
寄
付
金
は
次
の
事
業
に
充
て
ま
し
た
。

○
ト
キ
の
野
生
復
帰
に
向
け
た
ビ
オ
ト
ー
プ

（
餌
場
）
づ
く
り
／
容
器
包
装
な
ど
の
リ

サ
イ
ク
ル
推
進
で
ご
み
の
減
量
化
／
電
気

自
動
車
の
導
入
な
ど
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
普
及

事
業
／
里
山
再
生
の
た
め
の
森
林
整
備

（
間
伐
等
）
事
業

　
・
・
・
２
０
１
万
４
０
０
０
円

○
食
事
の
配
達
な
ど
高
齢
者
の
生
活
支
援
事

業
／
島
の
医
師
確
保
の
取
組
み
や
子
育
て

支
援
活
動
・
・
・
１
７
１
万
円

○
地
産
地
消
の
取
組
み
や
地
域
食
材
の
ブ
ラ

ン
ド
化
事
業
／
空
き
家
を
き
れ
い
に
す
る

な
ど
の
定
住
促
進
事
業
／
地
域
の
祭
り
や

イ
ベ
ン
ト
の
開
催
支
援

　
　
・
・
・
１
７
２
万
５
０
０
０
円

○
佐
渡
金
銀
山
の
世
界
遺
産
登
録
に
向
け
た

取
組
み
／
佐
渡
国
際
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
大

会
の
開
催
／
オ
ペ
ラ
「
夕
鶴
」
公
演
等
事

業
（
文
化
会
館
運
営
費
）

・
・
・
１
６
１
万
５
０
０
０
円

　
住
宅
、
車
庫
、
物
置
な
ど
家
屋
を
新
築
・

増
築
・
改
築
し
た
場
合
に
は
、
完
成
し
た
年

の
翌
年
度
か
ら
固
定
資
産
税
の
対
象
と
な
り

ま
す
。

　
家
屋
完
成
後
に
税
務
担
当
職
員
が
家
屋
評

価
（
実
地
調
査
）
に
伺
い
ま
す
の
で
、
平
日

で
ご
都
合
の
良
い
日
時
を
窓
口
ま
で
お
知
ら

せ
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
こ
の
調
査
は
各
部
屋
の
仕
上
げ
や

設
備
を
確
認
す
る
た
め
、
内
部
ま
で
立
ち
入

ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
入
居
前
な
ど

完
成
直
後
に
調
査
を
希
望
さ
れ
る
場
合
に

は
、
お
早
め
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
新
潟
県
に
よ
る
建
築
完
了
検
査
と
は
異
な

り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
家
屋
を
取
り
壊
し
た
と
き
に
も
現

地
確
認
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
そ
の
際
に

も
窓
口
ま
で
届
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
　

　
市
役
所 

税
務
課
（
固
定
資
産
税
係
）

　
☎
63
―
５
１
１
０
　
ま
た
は
各
支
所
市
民
課

（
税
務
担
当
）・
各
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

佐
渡
ふ
る
さ
と
島
づ
く
り
寄
付
金

　
　
（
ふ
る
さ
と
納
税
）に
ご
協
力
く
だ
さ
い

家
屋
評
価
に
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す

市
で
は
、
「
ふ
る
さ
と
佐
渡
の
た
め
に
貢
献
し
た
い
」
「
大
好
き
な
佐
渡
を
応
援
し
た
い
」
と

い
う
思
い
を
お
持
ち
の
方
々
か
ら
、
寄
付
金
と
い
う
形
で
佐
渡
の
活
性
化
の
た
め
に
応
援
い
た

だ
く
「
佐
渡
ふ
る
さ
と
島
づ
く
り
寄
付
金
」
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
こ
の
寄
付
金
は
「
ふ
る
さ

と
納
税
」
と
し
て
住
民
税
の
軽
減
措
置
が
あ
り
ま
す
の
で
、
帰
省
の
方
や
市
外
の
ご
親
戚
・
ご

友
人
へ
ぜ
ひ
ご
紹
介
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
　
市
役
所
税
務
課
（
市
民
税
係
）
☎
63
―
５
１
１
０

①人と自然にやさしい島づくり応援コース

②健やかな暮らしづくり応援コース

③活力のあるまちづくり応援コース

④教育と文化の薫るまちづくり応援コース

⑤市長にお任せコース

自然、環境の分野

福祉、医療の分野

産業振興、観光、定住の分野

教育、文化、スポーツの分野

市長に一任または上記以外

の分野

※今年度 6月末現在、39名の方々から221万 8000 円のご寄付をいただい

ています。

寄
付
金
活
用
メ
ニ
ュ
ー
は

次
の
５
つ
で
す
。

税（
住
民
税
・
所
得
税
）が

軽
減
さ
れ
ま
す
。

昨
年
度
は
74
件
、７
０
６
万
４
０
０
０
円

の
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

佐渡国際トライアスロン大会の開催

寄付金活用メニュー
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新
潟
大
学
で
は
、
佐
渡
市
と
の
包
括
連
携

協
定
を
基
盤
と
し
て
、
佐
渡
の
地
域
活
性
化

に
取
り
組
む
リ
ー
ダ
ー
を
養
成
す
る
「
朱
鷺

の
島
環
境
再
生
リ
ー
ダ
ー
養
成
ユ
ニ
ッ
ト
」

を
実
施
し
ま
す
。

　
こ
の
事
業
は
、
新
潟
大
学
の
研
究
・
技
術

の
蓄
積
を
基
に
、
佐
渡
市
が
目
標
と
し
て
い

る
ト
キ
と
の
共
生
を
シ
ン
ボ
ル
と
し
た
「
エ

コ
ア
イ
ラ
ン
ド
佐
渡
」
を
構
築
・
運
営
し
て

い
く
た
め
に
必
要
と
さ
れ
て
い
る
、
生
物
多

様
性
関
連
業
務
に
お
け
る
リ
ー
ダ
ー
的
能
力

を
持
つ
人
材
の
養
成
事
業
で
す
。

　
受
講
内
容
は
、
目
的
に
応
じ
て
６
コ
ー
ス

を
用
意
し
、
講
師
と
し
て
、
新
潟
大
学
教
員

の
他
、
佐
渡
市
、
新
潟
県
、
環
境
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、

環
境
省
な
ど
各
分
野
の
専
門
家
に
よ
る
講
義

と
実
習
を
行
い
ま
す
。
修
了
し
た
方
に
は
修

了
証
書
を
交
付
す
る
他
、
修
了
後
の
活
動
を

サ
ポ
ー
ト
す
る
環
境
を
整
備
し
ま
す
。

受
講
コ
ー
ス

循
環
型
農
業
コ
ー
ス
（
定
員
25
人
）

対
象
　
循
環
型
農
業
に
取
り
組
ん
で
い
る

方
、
取
り
組
も
う
と
す
る
方
、
Ｊ
Ａ
職

員
、
農
業
改
良
普
及
員
な
ど

内
容
　
循
環
型
農
業
の
実
践
者
、
指
導
者

を
養
成
し
ま
す
。

自
然
再
生
コ
ー
ス
（
定
員
10
人
）

対
象
　
環
境
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
メ
ン
バ
ー
、
森
林

管
理
作
業
員
な
ど

内
容
　
様
々
な
環
境
で
多
様
な
生
物
相
を

維
持
管
理
す
る
こ
と
が
で
き
る
技
術
者

を
養
成
し
ま
す
。

ト
キ
モ
ニ
タ
ー
コ
ー
ス
（
定
員
10
人
）

対
象
　
ト
キ
モ
ニ
タ
ー
の
方
、
調
査
員
、

佐
渡
市
市
民
環
境
大
学
講
座
ト
キ
モ
ニ

タ
ー
コ
ー
ス
の
修
了
者
な
ど

内
容
　
野
生
ト
キ
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
に
つ
い

て
高
い
技
術
と
知
識
を
持
っ
た
モ
ニ
タ

ー
を
養
成
し
ま
す
。

エ
コ
ツ
ア
ー
ガ
イ
ド
コ
ー
ス
（
定
員
10
人
）

対
象
　
原
生
自
然
の
案
内
な
ど
の
ツ
ア
ー

を
行
う
プ
ロ
ガ
イ
ド
、
ま
た
は
そ
れ
を

目
指
し
て
い
る
方

内
容
　
佐
渡
に
お
け
る
将
来
の
エ
コ
ツ
ア

ー
事
業
を
牽
引
し
て
い
け
る
人
材
を
養

成
し
ま
す
。

環
境
教
育
コ
ー
ス
（
定
員
10
人
）

対
象
　
環
境
教
育
に
携
わ
る
小
学
校
、
中

学
校
、
高
等
学
校
の
教
員

内
容
　
佐
渡
島
の
環
境
の
貴
重
さ
や
面
白

さ
を
伝
え
る
イ
ン
タ
ー
プ
リ
タ
ー
（
解

説
す
る
人
）
を
養
成
し
ま
す
。

環
境
行
政
コ
ー
ス
（
定
員
５
人
）

対
象
者
　
佐
渡
市
職
員

内
容
　
「
エ
コ
ア
イ
ラ
ン
ド
佐
渡
」
構
想

を
実
現
す
る
た
め
の
根
幹
を
担
う
人
材

を
養
成
し
ま
す
。

受
講
期
間
　
平
成
22
年
10
月
１
日
〜
平
成
23

年
９
月
30
日
（
１
年
間
）

募
集
締
切
　
平
成
22
年
９
月
３
日（
金
）ま
で

受
講
料
　
無
料
（
受
講
に
際
し
て
保
険
（
各

自
負
担
）
に
ご
加
入
い
た
だ
き
ま
す
。
テ
キ

ス
ト
代
を
負
担
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。
）

申
込
方
法
　
新
潟
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
ttp
://w

w
w
.n
iig
a
ta
-u
.a
c.jp
/tra
n
s

d
iscip

lin
e
/in
d
e
x
.h
tm
l

に
掲
載
す
る
様

式
に
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

連
絡
先

新
潟
大
学
研
究
支
援
部
研
究
助
成
課
（
担

当
・
山
田
）

☎
０
２
５
―
２
６
２
―
６
６
０
２

F
A
X
０
２
５
―
２
６
２
―
５
６
４
５ 

メ
ー
ル
　k

en
k
y
o
2
@
ad
m
.n
iig
ata-u

.ac.jp

　
法
律
に
よ
り
、
来
年
７
月
24
日
で
、
今
ま

で
の
テ
レ
ビ
の
電
波
が
止
ま
り
、
古
い
テ
レ

ビ
（
ア
ナ
ロ
グ
テ
レ
ビ
）
は
、
使
え
な
く
な

り
ま
す
。

　
新
し
い
テ
レ
ビ
（
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
）
を

購
入
す
れ
ば
、
よ
り
精
細
な
画
面
で
視
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
が
、
Ｃ
Ｎ
Ｓ

加
入
者
に
は
、
当
分
の
間
（
平
成
23
年
７
月

〜
平
成
27
年
３
月
末
）
、
ア
ナ
ロ
グ
テ
レ
ビ

で
も
視
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
対
応
し
ま
す
。

　
電
波
が
替
わ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
一
斉
に

膨
大
な
数
の
古
い
テ
レ
ビ
が
使
え
な
く
な
り

ま
す
の
で
、
不
要
と
な
っ
た
テ
レ
ビ
の
リ
サ

イ
ク
ル
処
理
が
集
中
し
た
り
、
ま
だ
使
え
る

多
く
の
テ
レ
ビ
を
捨
て
る
こ
と
に
も
な
っ
て

し
ま
う
た
め
、
国
か
ら
の
要
請
を
受
け
て
対

応
す
る
も
の
で
す
。

　
た
だ
し
、
今
回
の
措
置
は
暫
定
的
な
も
の

で
、
平
成
27
年
３
月
末
日
に
は
終
了
し
、
全

て
デ
ジ
タ
ル
放
送
に
替
わ
り
ま
す
の
で
、
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ

　
市
役
所
地
域
振
興
課
情
報
セ
ン
タ
ー
室

　
施
設
管
理
係

　（
真
野
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
内
）

　
　
☎
51
―
２
０
３
０

新
潟
大
学
が
佐
渡
の
地
域
再
生
に
携
わ
る

リ
ー
ダ
ー
を
養
成
し
ま
す

佐
渡
市
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で
は
、

デ
ジ
ア
ナ
変
換
の
暫
定
的
導
入

を
実
施
し
ま
す
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○
児
童
扶
養
手
当
制
度

　
児
童
扶
養
手
当
は
、
父
母
の
離
婚
な
ど
に

よ
り
父
親
と
生
計
を
と
も
に
し
て
い
な
い
児

童
の
母
、
あ
る
い
は
母
に
代
わ
っ
て
そ
の
児

童
を
養
育
し
て
い
る
方
に
対
し
、
児
童
の
健

や
か
な
成
長
を
願
っ
て
支
給
さ
れ
る
手
当
で
す
。

　
８
月
１
日
か
ら
、
父
子
家
庭
の
父
に
も
児

童
扶
養
手
当
が
支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
手
当
て
を
受
け
る
に
は
、
手
続
き
が

必
要
で
す
。
11
月
30
日
ま
で
に
申
請
を
し
て

い
た
だ
く
と
、
次
の
取
扱
い
と
な
り
ま
す
。

・
７
月
31
日
ま
で
に
支
給
要
件
に
該
当
し
て

い
る
方
　
↓
「
８
月
分
」
か
ら
支
給
さ
れ

ま
す
。

・
８
月
１
日
以
降
、
11
月
30
日
ま
で
に
支
給

要
件
に
該
当
し
た
方
　
↓
「
要
件
に
該
当

し
た
日
の
翌
月
分
」
か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
。

※
11
月
30
日
を
過
ぎ
る
と
、
申
請
の
翌
月
分

か
ら
の
支
給
に
な
り
ま
す
。

①
支
給
対
象
者

※
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
児
童
を
監
護

す
る
母
ま
た
は
養
育
者

※
父
の
場
合
は
児
童
を
監
護
し
、
か
つ
生
計

を
同
じ
く
し
て
い
る
こ
と

・
父
母
が
婚
姻
を
解
消
し
た
児
童

・
父
ま
た
は
母
が
死
亡
し
た
児
童

・
父
ま
た
は
母
が
重
度
の
障
が
い
者
で
あ
る

児
童

・
母
が
婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
出
生
し
た
児
童

な
ど

　
た
だ
し
、
こ
の
よ
う
な
児
童
を
監
護
、
養

育
し
て
い
て
も
、
一
定
の
条
件
が
満
た
さ
れ
て

い
な
け
れ
ば
支
給
要
件
に
は
該
当
し
ま
せ
ん
。

②
現
況
届
の
提
出
を
お
願
い
し
ま
す

　
手
当
の
受
給
者
は
、
毎
年
８
月
中
に
「
現

況
届
」
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
届
の
提
出
が
な
い
と
８
月
分
以
降
の
手

当
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
必
ず

期
間
内
の
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。
受
給

者
の
方
に
は
７
月
末
に
案
内
を
送
付
し
て
あ

り
ま
す
。

○
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
助
成
制
度

　
こ
の
制
度
は
、
ひ
と
り
親
家
庭
等
に
対
し
、

医
療
費
の
本
人
負
担
分
の
一
部
を
市
が
助
成

す
る
も
の
で
す
。

①
助
成
対
象
者

・
母
子
家
庭
・
父
子
家
庭
の
父
母
と
児
童

・
父
母
の
い
な
い
児
童
を
養
育
し
て
い
る
人

と
児
童

・
父
母
（
い
ず
れ
か
）
が
重
度
の
障
が
い
者

で
あ
る
児
童
と
監
護
し
て
い
る
父
ま
た
は

母
な
ど

　
た
だ
し
、
こ
の
よ
う
な
児
童
を
監
護
、
養

育
し
て
い
て
も
、
一
定
の
条
件
が
満
た
さ
れ

て
い
な
け
れ
ば
、
助
成
の
要
件
に
は
該
当
し

ま
せ
ん
。

②
受
給
者
証
の
更
新
に
つ
い
て

　
こ
の
制
度
の
受
給
者
は
、
毎
年
８
月
中
に

「
受
給
者
証
の
更
新
」
の
手
続
き
を
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
手
続
き
が
な
い
と

10
月
分
か
ら
の
助
成
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り

ま
す
の
で
、
必
ず
期
間
内
の
手
続
き
を
お
願

い
し
ま
す
。
受
給
者
の
方
に
は
７
月
末
に
案

内
を
送
付
し
て
あ
り
ま
す
。

※
児
童
と
は
18
歳
に
な
っ
た
日
以
後
の
最
初

の
３
月
31
日
（
一
定
の
障
が
い
の
状
態
に

あ
る
場
合
は
20
歳
未
満
）
ま
で
の
人
の
こ

と
を
い
い
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
　

市
役
所
社
会
福
祉
課
（
子
育
て
支
援
係
）

☎
63
―
５
１
１
３
　
各
支
所
市
民
課
・
行
政

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

○
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
助
成
制
度

　
こ
の
制
度
は
、
ひ
と
り
親
家
庭
等
に
対
し
、

医
療
費
の
本
人
負
担
分
の
一
部
を
市
が
助
成

す
る
も
の
で
す
。

①
助
成
対
象
者

・
母
子
家
庭
・
父
子
家
庭
の
父
母
と
児
童

・
父
母
の
い
な
い
児
童
を
養
育
し
て
い
る
人

と
児
童

・
父
母
（
い
ず
れ
か
）
が
重
度
の
障
が
い
者

で
あ
る
児
童
と
監
護
し
て
い
る
父
ま
た
は

母
な
ど

　
た
だ
し
、
こ
の
よ
う
な
児
童
を
監
護
、
養

育
し
て
い
て
も
、
一
定
の
条
件
が
満
た
さ
れ

て
い
な
け
れ
ば
、
助
成
の
要
件
に
は
該
当
し

ま
せ
ん
。

②
受
給
者
証
の
更
新
に
つ
い
て

　
こ
の
制
度
の
受
給
者
は
、
毎
年
８
月
中
に

「
受
給
者
証
の
更
新
」
の
手
続
き
を
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
手
続
き
が
な
い
と

10
月
分
か
ら
の
助
成
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り

ま
す
の
で
、
必
ず
期
間
内
の
手
続
き
を
お
願

い
し
ま
す
。
受
給
者
の
方
に
は
７
月
末
に
案

内
を
送
付
し
て
あ
り
ま
す
。

※
児
童
と
は
18
歳
に
な
っ
た
日
以
後
の
最
初

の
３
月
31
日
（
一
定
の
障
が
い
の
状
態
に

あ
る
場
合
は
20
歳
未
満
）
ま
で
の
人
の
こ

と
を
い
い
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
　

市
役
所
社
会
福
祉
課
（
子
育
て
支
援
係
）

☎
63
―
５
１
１
３
　
各
支
所
市
民
課
・
行
政

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

　
毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
起
こ
る
様
々
な
問

題
、
い
じ
め
や
体
罰
、
不
当
な
差
別
問
題
、

家
庭
内
の
問
題
、
近
隣
間
の
も
め
ご
と
な
ど

の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

　
予
約
制
の
相
談
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

当
日
会
場
に
直
接
お
越
し
く
だ
さ
い
。

開
催
日
　

　
８
月
23
日
（
月
）
午
前
９
時
〜
正
午

会
場
　

　
金
井
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
　

相
談
担
当
者
　

　
人
権
擁
護
委
員
　
本
間
勝
一
　
桑
原
武
子

　
法
務
局
職
員
　
総
務
係
長 

立
岩
智
佐
代

お
問
い
合
わ
せ

　
新
潟
地
方
法
務
局
佐
渡
支
局
　

　
☎
74
―
３
７
８
７

子
育
て
支
援
室
か
ら
の
お
知
ら
せ

・
児
童
扶
養
手
当
制
度

・
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
助
成
制
度

ご
相
談
く
だ
さ
い　
　

　
　

特
設
人
権
相
談
所
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　2011年7月の地上デジタル放送完全移行に向け、円滑にデジタル化に対応できるよう、地上デ

ジタル放送相談会を開催します。さまざまな受信相談に対応しますので、この機会にぜひお越し

ください。

※申込不要、参加費無料です。

　7月25日発行の「市報さどお知らせ版」でご招待のお知らせをさ

せていただいているホームゲーム開催日（8月21日）、スタジアム

を佐渡がジャックします！

　佐渡物産展や佐渡の特産品プレゼント企画などを予定しており、

佐渡にまつわる様々なイベントを試合会場である東北電力ビッグスワンスタジアムにて実施し、佐渡の

魅力をご来場の皆さまに存分に伝えてまいります！ 

　佐渡市民の皆さまには、「普段とは違った佐渡」をスタジアムでぜひ体感いただき、アルビレックス

新潟へ熱いご声援をお送りください！！

　お問い合わせ　アルビレックス新潟　☎025-282-0011
　※各種イベントの詳細は決定次第こちらでお知らせします。
　　アルビレックス新潟オフィシャルサイト(PC・携帯)　http://www.albirex.co.jp/

地上デジタル放送相談会

9月 6日(月)

9月 7日(火)

9月 8日(水)

9月 9日(木)

9月10日(金)

9月13日(月)

9月14日(火)

9月15日(水)

9月16日(木)

9月17日(金)

開催時間会　　場開催日

畑野行政サービスセンター

高千連絡所

鷲崎文化センター

あいかわ開発総合センター

佐和田行政サービスセンター

佐渡島開発総合センター（両津）

新穂行政サービスセンター

羽茂支所

小木行政サービスセンター

松ヶ崎連絡所

赤泊行政サービスセンター

真野行政サービスセンター

市役所本庁舎

午後2時～午後4時30分

午前9時～正午

午後2時～午後4時30分

午前9時～午後4時30分

午前9時～午後4時30分

午前9時～午後4時30分

午後2時～午後4時30分

午前9時～正午

午後2時～午後4時30分

午前9時～正午

午後2時～午後4時30分

午前9時～午後4時30分

午前9時～午後4時30分

お問い合わせ　
デジサポ
新潟相談会グループ　
☎025-288-0535

佐渡 × アルビレックス新潟

8月21日（土） Jリーグディビジョン1 第20節

アルビレックス新潟 vs 川崎フロンターレ
佐渡サンクスデー開催！！

◇19：00キックオフ予定◇
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〈
環
境
省
佐
渡
自
然
保
護
官
事
務
所
に

　
　
　
　
　
　
　
　
長
田
首
席
自
然
保
護
官
が
着
任
〉

新
た
に
国
指
定
と
な
っ
た

　
　
　
文
化
財
を
紹
介
し
ま
す

　
６
月
15
日
付

で
環
境
省
佐
渡

自
然
保
護
官
事

務
所
に
首
席
自

然
保
護
官
と
し

て
着
任
し
ま
し

た
長
田
啓
と
申

し
ま
す
。
ト
キ

の
飼
育
繁
殖
か

ら
野
生
復
帰
ま
で
の
一
連
の
取
り
組
み
を
担

当
し
ま
す
。

　
今
年
３
月
の
テ
ン
に
よ
る
ト
キ
の
死
亡
事

故
へ
の
対
策
に
つ
い
て
は
、
テ
ン
等
の
天
敵

が
順
化
ケ
ー
ジ
内
に
侵
入
で
き
な
い
よ
う
施

設
の
改
修
工
事
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
す
が
、

あ
わ
せ
て
施
設
周
辺
に
お
け
る
天
敵
の
監
視

体
制
の
強
化
な
ど
に
つ
い
て
も
改
善
を
図
っ

て
い
ま
す
。

　
今
後
、
ト
キ
の
飼
育
繁
殖
、
順
化
訓
練
、

野
生
復
帰
を
着
実
に
進
め
、
さ
ら
に
こ
れ
ら

の
取
り
組
み
を
通
じ
て
、
佐
渡
な
ら
で
は
の

持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り
に
貢
献
で
き
る
よ

う
、
佐
渡
自
然
保
護
官
事
務
所
職
員
、
佐
渡

ト
キ
保
護
セ
ン
タ
ー
職
員
と
と
も
に
、
責
任

感
と
緊
張
感
を
持
っ
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
全
国
的
に
も
急
激
な
人
口
減
少
社
会
を

迎
え
て
い
く
中
で
、
佐
渡
の
自
然
や
文
化

の
多
様
性
、
歴
史
性
、
美
し
い
景
観
な
ど

を
活
か
し
て
、
こ
れ
を
日
々
の
暮
ら
し
の

豊
か
さ
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
は
と
て
も

難
し
い
課
題
で
す
が
、
ト
キ
が
暮
ら
し
て

い
け
る
よ
う
な
佐
渡
で
あ
る
な
ら
ば
、
こ

の
課
題
に
も
立
ち
向
か
っ
て
い
け
る
の
で

は
な
い
か
と
い
う
思
い
を
持
っ
て
い
ま

す
。
ト
キ
と
佐
渡
と
皆
さ
ま
の
未
来
に
つ

い
て
、
皆
さ
ま
の
お
考
え
を
ぜ
ひ
お
聞
か

せ
く
だ
さ
い
。

　
今
後
と
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

◆
環
境
省
佐
渡
自
然
保
護
官
事
務
所

　（
新
穂
正
明
寺
１
２
７
７
番
地
）

　
☎
22
―
３
３
７
２

佐
渡
金
山
遺
跡
　
北
沢
地
区

 

国
史
跡

　
平
成
22
年
２
月
に
国
史
跡
指
定
さ
れ
た

北
沢
地
区
は
、
江
戸
時
代
に
買
石
と
呼
ば

れ
る
製
錬
業
者
が
多
く
住
ん
で
い
た
場
所

で
、
明
治
時
代
以
降
の
鉱
山
近
代
化
に
伴

い
、
佐
渡
鉱
山
の
施
設
群
が
建
設
さ
れ
る

な
ど
最
も
景
観
の
変
化
し
た
地
区
で
す
。

　
明
治
18
年
以
降
の
大
島
高
任
に
よ
る
施

設
整
備
や
昭
和
10
年
代
の
国
策
に
伴
う
施

設
拡
張
に
よ
っ
て
、
現
存
す
る
多
く
の
建

物
が
建
て
ら
れ
ま
し
た
。
現
在
で
も
明
治

期
の
北
沢
火
力
発
電
所
発
電
機
室
棟
や
旧

北
沢
青
化
・
浮
選
鉱
所
、
昭
和
期
の
北
沢

浮
遊
選
鉱
場
、
直
径
50
ｍ
の
シ
ッ
ク
ナ
ー

（
泥
水
な
ど
を
沈
殿
・
濃
縮
さ
せ
て
分
離

さ
せ
る
装
置
）
、
イ
ン
ク
ラ
イ
ン
（
ケ
ー
ブ

ル
で
つ
な
い
だ
車
両
を
巻
上
げ
て
坂
の
上
に

あ
げ
る
装
置
）
な
ど
が
残
る
ほ
か
、
北
沢
地

区
へ
の
入
口
に
は
、
昭
和
期
ま
で
本
部
鉱
山

事
務
所
と
し
て
利
用
さ
れ
た
御
料
局
佐
渡
支

庁
跡
の
建
物
が
あ
り
、
現
在
は
相
川
郷
土
博

物
館
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
平
成
20
年

に
実
施
し
た
浮
遊
選
鉱
場
対
岸
の
発
掘
調
査

で
は
、
鉱
山
に
機
械
部
品
等
を
供
給
す
る
鋳

物
工
場
や
仕
上
げ
工
場
な
ど
の
建
物
基
礎
が

発
見
さ
れ
ま
し
た
。

　
佐
渡
鉱
山
に
お
け
る
明
治
初
め
の
選
鉱
・

製
錬
は
西
洋
技
術
の
導
入
に
よ
り
ま
し
た

が
、
そ
の
後
は
日
本
人
技
術
者
に
よ
る
研

究
・
開
発
が
進
め
ら
れ
、
様
々
な
選
鉱
・
製

錬
技
術
が
実
用
化
さ
れ
ま
し
た
。
北
沢
地
区

に
お
け
る
施
設
の
変
遷
は
、
佐
渡
鉱
山
に
お

け
る
選
鉱
・
製
錬
技
術
の
発
展
を
示
し
て
い

る
も
の
で
、
佐
渡
鉱
山
の
近
代
化
を
語
る
貴

重
な
文
化
遺
産
で
す
。

◆
市
役
所
世
界
遺
産
推
進
課
（
金
井
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
内
）
☎
63
―
５
１
３
６

世界遺産連続講座
（全５回）
入場無料・申込不要

第4回

日時　9月18日（土）

　　　午後1時～3時

会場　金井コミュニティ

　　　センター大ホール

○「佐渡の町屋と町並み」

　新潟大学工学部建設学科

　准教授 岡﨑篤行さん

北沢浮遊選鉱場

・毎月１回、トキの最新情
報やイベント案内、ボラ
ンティア募集、プレゼン
ト企画などのお知らせメ
ールが届きます。
・人数限定のイベントなど
で、ファンクラブ会員限
定やファンクラブ会員優
先の企画があります。

佐渡トキファンクラブ
に入ろう！

http://toki-sado.jp/fanclub/

か
い
し

ご
り
ょ
う
き
ょ
く
さ
ど
し

ち
ょ
う

い

も
の

せ
い
れ
ん

き
た
ざ
わ

お
お
し
ま
た
か
と
う

せ
い
か

ふ
せ
ん
こ
う
し
ょ

ふ
ゆ
う
せ
ん
こ
う
ば

ト
キ 

野
生
復
帰
に
む
け
て

世
界
遺
産
登
録
に
向
け
て

69
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『
ト
キ
と
言
え
ば
新
穂
』

『
新
穂
と
言
え
ば
あ
い
さ
つ
』

と
言
わ
れ
る
く
ら
い
、
新
穂
地
区
は
、
伝

統
的
に
あ
い
さ
つ
を
大
切
に
し
て
い
る

地
域
で
す
。新
穂
小
学
校
で
は
、
そ
の
伝

統
を
受
け
継
ぎ
、
全
校
を
挙
げ
て
の
あ

い
さ
つ
運
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
一
年
を
と
お
し
て
、
校
舎
内
に
元
気

な
あ
い
さ
つ
を
響
か
せ
る
の
が
、
あ
い

さ
つ
リ
ー
ダ
ー
に
よ
る
「
あ
い
さ
つ
リ

レ
ー
」
で
す
。各
学
年
か
ら
、
あ
い
さ
つ

の
よ
い
子
ど
も
が
代
表
に
な
り
、
教
室

を
回
り
ま
す
。
リ
ー
ダ
ー
の
明
る
い
あ

い
さ
つ
が
、
全
校
児
童
の
あ
い
さ
つ
を

元
気
に
し
て
く
れ
ま
す
。

　
地
域
を
巻
き
込
ん
で
の
あ
い
さ
つ
運

動
に
も
取

り
組
ん
で

い
ま
す
。

各
学
年
で

考
え
た
あ

い
さ
つ
標

語
を
、
市

役
所
行
政

サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー

や

公

民

館
、
郵
便
局
、

農
協
、
地
区

内
の
学
校
や

保
育
園
に
掲

示
し
て
も
ら

い
、
新
穂
地

区
全
体
の
あ

い
さ
つ
を
元

気
に
す
る
取

組
み
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　
新
穂
地
区
の
小
中
学
校
３
校
で
、
歩
調

を
揃
え
た
取
組
み
に
も
挑
戦
し
て
い
ま

す
。３
校
が
同
じ
時
期
に
あ
い
さ
つ
強
調

週
間
を
実
施
し
、
兄
弟
姉
妹
そ
し
て
家
族

全
員
で
、
よ
い
あ
い
さ
つ
が
で
き
る
こ
と

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
は
、「
オ
ア
シ
ス
サ
言
葉
を
使
お

う
」を
合
言
葉
に
、
一
日
の
生
活
の
い
ろ
ん

な
場
面
で
あ
い
さ
つ
が
で
き
る
よ
う
に
頑

張
っ
て
い
ま
す
。

　
あ
い
さ
つ
運
動
は
、
着
実
に
成
果
を
上

げ
て
い
ま
す
。子
ど
も
た
ち
の
あ
い
さ
つ

の
様
子
が
、
保
護
者
や
地
域
の
方
の
声
と

し
て
返
っ
て
き
て
い
ま
す
。「
に
こ
や
か
な

表
情
で
、
頭
を
下
げ
て
の
あ
い
さ
つ
、
大
変

気
持
ち
よ
か
っ
た
で
す
。」「
ほ
と
ん
ど
が

目
を
合
わ
せ
、
は
っ
き
り
し
た
声
で
気
持

ち
よ
く
で
き
て
い
ま
し
た
。」
こ
ん
な
声

が
、
も
っ
と
も
っ
と
増
え
る
よ
う
、
全
校
、

地
域
を
挙
げ
て
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。

◆
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課（
両
津
支
所
内
）

　
☎
23
―
４
８
９
８

●平成22年国勢調査は、我が国が本格的な人口減少社会となって実施する最初の国勢調査で、日

本の未来を考えるために欠くことのできない最新の人口・世帯の実態を明らかにする重要な調査

です。

●調査結果は、さまざまな法令で使われるほか、社会福祉、雇用対策、生活環境の整備など、私た

ちの暮らしのために役立てられます。

●９月23日から、調査員が世帯を訪問して調査票を配布します。

●記入いただいた調査票は、封筒に入れて封をした上で調査員に渡していただくか、郵送で提出し

ていただきます。

　　※調査票と一緒に返信用封筒（切手不要）をお配りします。

総務省・都道府県・市区町村
国勢調査については、平成22年国勢調査広報サイト「国勢調査 e-ガイド」をご覧ください。

http://www.stat.go.jp/data/kokusei/2010/kouhou/index.htm

平成22年国勢調査佐渡市実施本部（市役所地域振興課内）☎63-3195（直通）

国勢調査e-ガイド 検索

佐
渡
市
立
新
穂
小
学
校

国勢調査は みんなで描く 日本の自画像国勢調査は みんなで描く 日本の自画像
（平成22年国勢調査標語）（平成22年国勢調査標語）

平成22年10月１日、国勢調査を実施します！平成22年10月１日、国勢調査を実施します！

国勢調査は みんなで描く 日本の自画像
（平成22年国勢調査標語）

平成22年10月１日、国勢調査を実施します！

 

国勢調査は、日本に住んでいるすべての人および世帯が対象です。
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トキが結んだ縁　黒部市と「友好の証」交流　　　　
　７月５日、富山県黒部市から舞踊愛好グループ「黒部トキメキ軍団」が佐渡

市を訪れ、市役所前でトキをイメージした「黒部トキメキ音頭」が披露されま

した。佐渡市と黒部市は、放鳥したトキが黒部市にすみ着いていることを縁

に、市民同士の友好関係を築

いたり、トキが暮らしやすい

環境づくりにお互い努力して

いこうと、今年５月に「友好

の証（あかし）」を結んでい

ます。今後は佐渡市から黒部

市への訪問が計画されるな

ど、市民の交流がますます深

まりそうです。

黒部トキメキ軍団の皆さん

祝賀会前に開催された稽古会にて
岩原さん（前列左から２人目）、澤見さん（前列左から３人目）、
菊池さん（前列右から２人目）

「友好の証」署名後に握手を交わす
堀内黒部市長（右）と　野市長（左）
（5月19日）

快挙！　剣道七段に３名が合格
　今年5月に名古屋市で開催された剣道七段審査会において、

佐渡から澤見幸夫さん（羽吉）、岩原勇吉さん（上横山）、菊池

忠彦さん（椎泊）の3名が合格しました。その祝賀会が7月3

日、両津地内のホテルで開催され、島内外から計52名の剣道

関係者が出席しました。来賓の剣道教士八段佐藤伸さん（新潟

市）は、「次は剣道最高段位の八段を目指して欲しい。」と激励

しました。佐渡からの剣道七段合格者は、平成5年に1名が合格

しているのみで、それ以来の快挙となります。今後は、県内外

で活躍する多くの剣道高段者との交流が予想され、佐渡剣道

界の活性化と剣道技術レベルの向上が期待されています。

かぶと虫に大興奮
　畑野区民会では、市の「地域まちおこしモデル

事業」で、市民のいこいの場としての里山づくり

に取り組んでいます。その取組みのひとつとし

て、子どもたちが自然とふれあいながら遊べる里

山にしようと、「かぶと虫の家」をつくり、かぶ

と虫の繁殖・飼育を行っています。7月15日、畑

野保育園の園児たちが「かぶと虫の家」を訪問。

たくさんのかぶと虫に目を輝かせながら喜んでい

ました。

高齢者のための交通安全教室　
　７月１日、佐渡西警察署では、高齢者による交通事故

が増えているため、県警の「かがやき号」を呼んで、高

齢者のための交通安全教室を実施しました。

　「かがやき号」は擬似運転のできる装置が搭載されて

おり、年齢相応の判断力の低下等が体験でわかるように

なっています。この日参加した高齢者は女性10名、男性

14名で擬似体験は2名ずつしかできないため、順番を待つ

間、松苗交通課長による講話を聞いていました。体験し

た人たちは、「こ

んなに判断力が鈍

っているとは思わ

なかった。これか

らは十分気をつけ

て運転したい。」

と感想を語ってい

ました。

地 域 の 話 題 を 紹 介 し ま す
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環境への取組みを表彰　　
　７月11日、佐渡市環境フェア2010が、アミューズメン

ト佐渡で開催されました。（財）日本自然保護協会理事の足

立高行さんによる基調講演「佐渡に生息する動物の生態」

（テンの生態について）のほか、市民団体の活動展示や、

電気自動車等の試乗体験、エコ商品の展示など、佐渡の環

境について考える1日となりました。また、佐渡環境賞の

表彰式も行われ、佐渡の環境保全に貢献されている団体

に、佐渡産材で作成した木製の表彰状が手渡されました。

佐渡環境大賞　市立松ヶ崎中学校
佐渡環境賞 　栗野江ハス池の会
　 　 〃　    　内藤電誠工業（株）電子部品事業部

おめでとうございます
小間さんにボーイスカウト日本連盟から感謝状
藤井さんらにボーイスカウト新潟連盟から表彰状

　このたび、ボーイスカウ

ト運動への長年の功労に対

し、次の方々が表彰されま

した。

ボーイスカウト日本連盟（奥島孝康理事長）から
　○感謝状　小間惟司さん（原黒）
ボーイスカウト新潟連盟（泉田裕彦連盟長）から
　○感謝章　藤井一久さん（両津夷）
　○感謝状　小野正夫さん（両津夷）
　　　　　　本間忠男さん（両津夷）
　　　　　　中川清治さん（両津湊）
　　　　　　猪羽卓爾さん（両津福浦）

佐渡の歴史・文化・自然・風土を詠む
佐渡吟詠大会
　７月12日、第2回佐渡吟詠大会の入賞作品発表・表彰

式が、泉（金井）の黒木御所例大祭にあわせ開催されま

した。全国から190人の

応募があり、短歌の部、

俳句の部、川柳の部で、

それぞれ入賞作が発表さ

れました。

全日本９人制バレーボール
実業団女子選手権大会が
佐渡で開催　
　両津総合体育館、両津小学校体育

館、南中学校体育館を会場に、「第62

回全日本９人制バレーボール実業団

女子選手権大会」が、７月10日～12

日に開催されました。全国から28チ

ームが集い、女子９人制バレーボー

ルの日本一を争って、レベルの高い

熱戦が繰り広げられました。

写真右から 本間愼さん（伝統文化と環境福祉の専門学校校長）、

内藤電誠工業株式会社 電子部品事業部（2名）、

松ヶ崎中学校（2名）、栗野江ハス池の会（2名）、髙野市長

【最優秀賞】
 短歌の部　佐渡市泉　後藤恒雄さん
　悠久の怨念秘めて愴々と黒木の御所に松風さやぐ

 俳句の部　東京都町田市　正本陽子さん
　上皇の愁ひの白さ御所桜

 川柳の部　佐渡市下新穂　影山次晴さん
　古の声甦る御所の夢

さうさう

アルビBB選手のバスケ指導と
新潟県ミニバスケットボール選抜優勝大会
　小学生を対象にバスケットボールの技術指導を行う「東北電力・ふ

れあいミニバスクリニック」が、７月17日に行われました。新潟ア

ルビレックスBBの鳴海選手、根東選手、西尾スクールコーチが指導

にあたり、プロの技術を学ぶよい機会となりました。7月18日～19

日には、両津総合体育館、相川体育館を会場に、「新潟県ミニバスケ

ットボール選抜優勝大会」が開催されました。佐渡からは、男子の部

に加茂グリーンサンダーズと金井吉井ブレイカーズ、女子の部に両津

小学校ミニバスケットボールクラ

ブと加茂レッドアローズが出場し

ました。

小間惟司さん

ミニバスクリニック

新潟県ミニバスケットボール

選抜優勝大会
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中央図書館 ☎63-2800

　
和
太
鼓
体
験
塾

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
赤
泊
地
区
）

　
６
月
26
日
、
赤
泊
総
合
文
化
会
館
を
会
場

に
、
鼓
童
文
化
財
団
に
よ
る
ア
ー
ス
・
セ
レ

ブ
レ
ー
シ
ョ
ン
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
の
和
太
鼓
体

験
塾
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
小
学
生
か
ら
大

人
ま
で
、
予
定
よ
り
も
多
く
の
参
加
が
あ

り
、
心
地
よ
い
汗
を
流
し
て
い
ま
し
た
。
最

初
、
遠
慮
気

味
だ
っ
た
太

鼓
の
音
が
、

後
半
に
は
プ

ロ
の
指
導
で

リ
ズ
ミ
カ
ル

な

音

と

な

り
、
全
館
に

鳴
り
響
い
て

い
ま
し
た
。

　
太
鼓
体
験
塾
　
サ
ン
バ
編

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
佐
和
田
地
区
）

　
今
月
開
催
の
ア
ー
ス
・
セ
レ
ブ
レ
ー
シ
ョ

ン
の
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
６
月
19
日
に

「
太
鼓
体
験
塾 

サ
ン
バ
編
」
が
佐
和
田
体

育
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
鼓
童
の
ス
タ
ッ

フ
と
研
修
生
を
講
師
と
し
、
普
段
目
に
す
る

こ
と
の
な
い
ブ
ラ
ジ
ル
の
太
鼓
や
、
「
サ
ン

バ
」
の
リ
ズ
ム
に
つ
い
て
子
ど
も
に
も
わ
か

り
や
す
く
体
験
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
通
常

の
メ
ニ
ュ

ー
と
異
な

る

た

め

か
、
59
名

も
の
参
加

者
が
集
ま

り
、
た
い

へ
ん
好
評

で
し
た
。

・「ひたすらに生きて」
　本間栄三郎著　新潟日報事業社
　　旧新穂村ご出身の新潟県教育長・
出納長を歴任した著者が、地場産業
振興から県財政、教育問題、W杯招
致まで、懸命に生きた県庁在職時代
を振り返る奮戦記です。

・「佐渡へんろ」
　　佐渡八十八ヶ所霊場案内　　
　佐渡八十八ヶ所霊場会

・「新潟県のきのこ」　
　宮内信之助監修
　新潟きのこ同好会著
　新潟日報事業社

・「越後の名匠石川雲蝶」　
　木原　尚著

　活字離れに歯止めをかけよう

と制定された「国民読書年」。

生活習慣として読書を呼びかけています。

　佐渡市の図書館では、国民読書年を記念して次のような行事を

計画しました。図書館へまだ１度もいらしたことのない方も、こ

の機会にぜひどうぞおいでください。

新刊紹介（郷土資料）

みんな集まれ！
夏休み子ども映写会
日時　8月17日(火)　

　　　午後2時～4時

場所　佐渡中央会館

お問い合わせ　

教育委員会西教育事務所

☎57－8131

今年は

 国民読書年です

  「じゃあ、読もう。」国民読書年記念事業

「読書と音楽のつどい」中央図書館にて
　日時　8月21日(土)　

　館内にて、チェンバロとヴァイオ

リンによる演奏をします。子ども向

けは楽しく、絵本の読み聞かせもあ

ります。おとな向けは優雅に、音楽

を聴きながら読書もいいですね。

・午前10時30分～11時30分　子ども向けプログラム（講座室）

・午後 1時30分～ 2時30分　おとな向けプログラム（閲覧室）

BOOKBOOKBOOK

図書館だより

教育委員会社会教育課
☎27－4170
（両津支所内）
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小
学
３
年
生
ま
で
の
子
ど
も
の
通
院
分
の

医
療
費
を
助
成
し
て
い
る
子
ど
も
医
療
費
助

成
事
業
を
、
９
月
１
日
か
ら
小
学
６
年
生
ま

で
の
助
成
に
拡
大
し
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
病
気
の
早
期
発
見
・
治
療
と
子

育
て
支
援
を
目
的
に
実
施
し
て
い
る
制
度

で
、
通
院
１
回
に
つ
き
、
自
己
負
担
額
５
３

０
円
で
受
診
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
個
別
の
ご
案
内
な
ど
は
、
８
月
下
旬
ま
で

に
対
象
児
童
の
保
護
者
と
な
る
方
等
に
郵
送

い
た
し
ま
す
の
で
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
　
市
役
所
市
民
生
活
課
健
康

推
進
室
健
康
増
進
係
　
☎
63
―
３
１
１
５

　
重
度
の
障
が
い
の
状
態
に
あ
る
た
め
、
日

常
生
活
に
お
い
て
、
常
時
介
護
を
必
要
と
す

る
在
宅
の
方
の
手
当
を
支
給
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
手
当
を
受
け
て
い
る
方
は
、
毎
年

「
所
得
状
況
届
」
「
現
況
届
」
等
の
書
類
を

提
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
届
け

は
、
手
当
の
受
給
要
件
が
引
続
き
あ
る
か
を

確
認
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。
こ
の
届
の
提

出
が
な
い
場
合
に
は
、
８
月
分
以
降
の
手
当

が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
必
ず
期

間
内
の
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

提
出
期
限
　
９
月
10
日（
金
）
ま
で

提
出
す
る
書
類

　
ア
　
所
得
状
況
届

　
イ
　
同
意
書
ま
た
は
所
得
証
明
書

　
ウ
　
手
当
受
給
者
の
老
齢
年
金
･
障
害
年

金
･
恩
給
等
に
つ
い
て
、
年
金
等
の
種

類
と
平
成
21
年
中
の
受
領
額
が
わ
か
る

書
類
の
写
し

　
エ
　
現
況
届
（
施
設
入
所
、
入
院
継
続
３

か
月
以
上
経
過
に
つ
い
て
の
確
認
）

　
手
続
き
の
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、
８

月
上
旬
に
送
付
し
ま
し
た
案
内
文
書
を
ご
参

照
く
だ
さ
い
。

受
付
場
所
　
市
役
所
社
会
福
祉
課
ま
た
は
各

支
所
・
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
障
が
い

福
祉
担
当
窓
口

お
問
い
合
わ
せ

　
市
役
所
社
会
福
祉
課
（
障
が
い
福
祉
係
）

☎
63
―
５
１
１
３
　

　
佐
渡
保
健
所
で
は
エ
イ
ズ
・
肝
炎
（
Ｂ
・

Ｃ
型
）
に
関
す
る
相
談
・
検
査
を
無
料
・
匿

名
で
行
っ
て
い
ま
す
。
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
固

く
守
ら
れ
ま
す
。
検
査
は
前
の
週
の
金
曜
日

ま
で
に
事
前
の
予
約
が
必
要
で
す
。
ま
ず

は
、
お
電
話
に
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

検
査
日

　
９
月
６
日（
月
）
　
午
後
１
時
〜
７
時

　
９
月
27
日（
月
）  

午
後
１
時
〜
４
時

料
金
　
無
料
（
検
査
は
、
一
部
有
料
と
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
）

申
込
み
　
佐
渡
保
健
所
相
談
電
話

　
☎
74
―
４
３
０
０

　8月16日（月）を臨時休診（お盆休
み）とさせていただきます（急患は
受付けます）。8月17日（火）から平常
どおり診療します。
　皆さまにはご迷惑をおかけしま
すが、よろしくお願いします。

お問い合わせ　
両津病院　☎23－5111
相川病院　☎74－3121

市立両津病院・相川病院　
臨時休診のお知らせ

有
　
料
　
広
　
告

補聴器相談会
８月18日水曜日
赤 泊 支 所　10時から正午
羽茂公民館　13時から15時

8月27日金曜日
両津開発センター　9時から正午

MANO補聴器
☎55－3820
☎080－2037－3367

ＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮ

暮らしの情報

福
　
祉
　
健
　
康

無
料
・
匿
名
で

　
　
相
談
・
検
査
で
き
ま
す

９
月
１
日
か
ら

子
ど
も
医
療
費
助
成
を

12
歳
ま
で
に
拡
大
し
ま
す

特
別
障
害
者
手
当
･
障
害
児
福
祉
手
当

福
祉
手
当
の
現
況
届
け
等
の
提
出
を

お
願
い
し
ま
す
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保
健
所
で
は
、
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
・
脊
髄

小
脳
変
性
症
等
の
難
病
の
患
者
さ
ん
と
そ
の

家
族
の
集
い
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
９
月
は
食
事
会
を
企
画
し
て
い
ま
す
。
同

じ
ご
病
気
の
方
と
話
し
合
い
、
情
報
交
換
が

で
き
る
場
で
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

対
象
　
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
・
脊
髄
小
脳
変
性

症
・
多
系
統
萎
縮
症
・
筋
萎
縮
性
側
索
硬

化
症
等
の
難
病
の
患
者
さ
ん
や
そ
の
ご
家

族
の
方

日
時
　
９
月
９
日（
木
）
午
前
11
時
30
分
〜

午
後
２
時
ま
で
（
受
付
11
時
か
ら
）

会
場
　
八
幡
館
（
７
階
　
ス
カ
イ
ラ
ウ
ン
ジ
）

内
容
　
食
事
・
交
流
会

　
（
食
事
代
３
０
０
０
円
各
自
負
担
）

申
込
み
　
９
月
３
日（
金
）
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
　
佐
渡
保
健
所
地
域
保
健
課

　
☎
74
―
３
４
０
７

　
市
で
は
、
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
の
誘
致
を
進

め
て
い
ま
す
。

　
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
と
は
、
企
業
に
お
け
る

お
客
様
と
の
電
話
応
対
業
務
を
専
門
に
行
う

事
業
者
の
こ
と
で
す
。
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
へ

の
就
職
希
望
者
お
よ
び
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
の

仕
事
に
興
味
の
あ
る
方
は
、
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

研
修
会
の
概
要

・
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
へ
の
就
職
希
望
者
を
対
象

と
し
た
、
職
業
能
力
を
高
め
る
研
修
で
す
。

・
就
職
に
役
立
つ
情
報
提
供
も
行
い
ま
す
。

○
研
修
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

　
各
回
の
研
修
日
程
は
４
日
間
で
す
。

　
基
本
コ
ー
ス

　
・
第
１
回
　
９
月
18
日
（
土
）
・
19
日

（
日
）・
25
日（
土
）・
26
日（
日
）

　
・
第
２
回
　
９
月
21
日（
火
）〜
24
日（
金
）

　
・
会
場
　
佐
渡
島
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
（
両
津
）

　
応
用
コ
ー
ス

　
・
第
１
回
　
10
月
16
日
（
土
）
・
17
日

（
日
）・
23
日（
土
）・
24
日（
日
）

　
・
第
２
回
　
10
月
19
日（
火
）〜
22
日（
金
）

　
・
会
場
　
ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト
佐
渡
（
佐
和
田
）

　
※
応
用
コ
ー
ス
を
受
講
さ
れ
る
方
は
、
昨

年
ま
た
は
今
回
の
基
本
コ
ー
ス
を
修
了

し
て
い
る
方
、
も
し
く
は
基
本
コ
ー
ス

修
了
の
水
準
に
達
し
て
い
る
と
思
わ
れ

る
方
に
限
り
ま
す
。

時
間
　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

募
集
人
員
　
各
回
20
名

　
年
齢
・
性
別
は
問
い
ま
せ
ん
。

参
加
費
　
無
料

お
問
い
合
わ
せ

・
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
受
付
研
修
セ
ン
タ
ー

　
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

　
０
１
２
０
―
３
１
０
―
４
７
５
（
受
付
時
間

午
前
10
時
〜
午
後
６
時
・
平
日
の
み
）

　h
ttp
://sa

d
o
-ca
ll.n
e
t

・
市
役
所
観
光
商
工
課
企
業
誘
致
係（
第
２
庁
舎
）

　
☎
63
―
５
１
１
６

　
安
全
で
便
利
な
口
座
振
替
に
よ
る
納
税
を

お
す
す
め
し
ま
す
。
な
お
、
自
動
車
税
も
口

座
振
替
納
税
が
で
き
ま
す
。

　
申
込
手
続
な
ど
詳
し
く
は
、
新
潟
県
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
「
県
税
の
窓
口
（
県
税
の
納
税
）」

h
ttp
://w

w
w
.p
re
f.n
iig
a
ta
.lg
.jp
/ze
im
u

/k
o
za
.h
tm
l

　

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
　

お
問
い
合
わ
せ
　
佐
渡
地
域
振
興
局
県
税
部

　
☎
74
―
３
２
１
２
・
３
３
１
０

　
選
挙
権
を
有
す
る
一
般
市
民
の
方
は
、
く

じ
で
選
ば
れ
て
検
察
審
査
会
の
審
査
員
・
補

充
員
に
な
り
ま
す
。
検
察
審
査
員
は
、
検
察

官
が
刑
事
事
件
を
裁
判
に
か
け
な
か
っ
た
こ

と
（
不
起
訴
処
分
）
が
正
し
い
か
ど
う
か

を
、
市
民
の
良
識
に
基
づ
き
審
査
し
ま
す
。

　
不
満
を
お
持
ち
の
方
は
、
佐
渡
検
察
審
査
会

事
務
局
に
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
費
用
は
一
切
か
か
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
秘

密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
　
佐
渡
検
察
審
査
会
事
務
局

☎
52
―
３
１
５
１

　
佐
渡
市
中
原
３
５
６
番
地
２
（
新
潟
地
方

裁
判
所
佐
渡
支
部
内
）

0259-51-1420

ＮＴＴ東日本は佐渡の皆様がオフィスの電話機からインターネットサービスまで
お気軽に相談できる営業所を開設いたしました。

お気軽にお電話下さい！！

受付時間 9：00～ 17：00（土曜・日曜・祝日、年末年始を除く）

佐渡営業所開設のお知らせ

福
　
祉
　
健
　
康

お
　
知
　
ら
　
せ

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
人
材
養
成

研
修
会
の
ご
案
内

個
人
事
業
税
の
第
１
期
分
の

納
期
限
は
８
月
31
日（
火
）で
す

『
と
き
の
会
』
の
ご
案
内

あ
な
た
も
検
察
審
査
員
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佐渡海上保安署
佐渡市両津夷１番地
☎0259－27－0118

海上保安庁
海の「もしも」は118番海の「もしも」は118番海の「もしも」は118番

【
市
営
住
宅
】

◆
栄
町
住
宅
（
相
川
）

　
所
在
地
　
相
川
栄
町
５
番
地

　
規
　
格
　
耐
火
構
造
３
階
建
て

　
　
　
　
　
３
Ｄ
Ｋ
、
平
成
８
年
度
建
設

　
募
集
戸
数
　
１
戸
（
あ
や
め
棟
３
階
）

　
月
額
家
賃
　
２
万
２
９
０
０
円
〜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
４
万
５
０
０
０
円

【
県
営
住
宅
】

◆
炭
屋
町
住
宅
（
相
川
）

　
所
在
地
　
相
川
炭
屋
町
19
番
地
３

　
規
　
格
　
耐
火
構
造
４
階
建
て

　
　
　
　
　
３
Ｄ
Ｋ
、
昭
和
58
年
度
建
設

　
募
集
戸
数
　
２
戸
（
２
階
、
４
階
）

　
月
額
家
賃
　
１
万
６
６
０
０
円
〜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
３
万
２
７
０
０
円

【
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
】

◆
新
町
住
宅
（
真
野
）

　
所
在
地
　
真
野
65
番
地
１

　
規
　
格
　
木
造
平
屋
建
て
（
戸
建
て
）

　
　
　
　
　
３
Ｄ
Ｋ
、
平
成
13
年
度
建
設

　
募
集
戸
数
　
１
戸
（
12
号
）

　
月
額
家
賃
　
５
万
６
０
０
０
円
（
定
額
）

◆
天
沢
住
宅
２
（
羽
茂
）

　
所
在
地
　
羽
茂
本
郷
１
６
１
２
番
地

　
規
　
格
　
木
造
平
屋
建
て
（
戸
建
て
）

　
　
　
　
　
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
、
平
成
８
年
度
建
設

　
募
集
戸
数
　
１
戸
（
14
号
）

　
月
額
家
賃
　
４
万
５
０
０
０
円
（
定
額
）

◆
真
浦
住
宅
（
赤
泊
）

　
所
在
地
　
真
浦
１
３
９
番
地
８

　
規
　
格
　
木
造
２
階
建
て
（
戸
建
て
）

　
　
　
　
　
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
、
平
成
７
年
度
建
設

　
募
集
戸
数
　
１
戸

　
月
額
家
賃
　
３
万
８
０
０
０
円
（
定
額
）

申
込
方
法
　
市
役
所
建
設
課
ま
た
は
各
支

所
・
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
住
宅
担

当
窓
口
へ
、
申
請
書
な
ど
必
要
書
類
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限
　
８
月
31
日（
火
）
午
後
５
時

入
居
可
能
日
　
９
月
下
旬
（
※
応
募
数
に
よ

り
期
間
が
延
び
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）

注
意
事
項
　
入
居
に
際
し
市
内
在
住
の
連
帯

保
証
人
と
敷
金
（
家
賃
の
３
か
月
分
）
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

　
※
事
前
に
住
宅
内
部
の
見
学
も
可
能
で

す
。詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　
市
役
所
建
設
課
（
建
築
住
宅
係
）

　
☎
63
―
５
１
１
８
ま
た
は
各
支
所
・
行
政

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
住
宅
担
当
窓
口
へ

※
栄
町
住
宅
、
炭
屋
町
住
宅
は
①
②
③

④
⑥
に
、
新
町
住
宅
、
天
沢
住
宅

２
、
真
浦
住
宅
は
①
②
③
⑤
⑥
に
該

当
す
る
こ
と

①
市
内
に
住
所
ま
た
は
勤
務
先
が
あ
る

か
、
住
所
を
移
そ
う
と
し
て
い
て
、

公
租
公
課
（
市
税
等
）
を
滞
納
し
て

い
な
い
こ
と

②
同
居
す
る
親
族
（
婚
約
者
を
含
む
）

が
い
る
こ
と

③
申
込
者
（
同
居
す
る
親
族
を
含
む
）
が

暴
力
団
員
に
よ
る
不
当
な
行
為
の
防
止

等
に
関
す
る
法
律
第
２
条
第
６
号
に
規

定
す
る
暴
力
団
員
で
な
い
こ
と

④
収
入
（
所
得
金
額
の
合
計
か
ら
各
種

控
除
を
行
っ
た
額
）
の
月
額
が
15
万

８
０
０
０
円
（
高
齢
者
世
帯
、
障
が

い
者
の
い
る
世
帯
、
小
学
校
就
学
前

の
お
子
さ
ん
が
い
る
世
帯
等
は
21
万

４
０
０
０
円
）
以
下
で
あ
る
こ
と

⑤
収
入
（
所
得
金
額
の
合
計
か
ら
各
種

控
除
を
行
っ
た
額
）
の
月
額
が
15
万

８
０
０
０
円
以
上
48
万
７
０
０
０
円

以
下
で
あ
る
こ
と

⑥
現
に
住
宅
に
困
っ
て
い
る
こ
と

海難や人身事故に遭遇した、または目撃した。 
油の排出等を発見した。不審な船を見かけた。 
密航・密輸事犯等の情報を得た。 
などがあったら118番へ連絡を
お願いします。

公
営
住
宅
の
入
居
者
募
集
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★
面
談
方
式
で
す
の
で
、
事
前
に
ご
予
約
く

だ
さ
い

日
時
　
８
月
23
日（
月
）〜
27
日（
金
）

　
午
後
１
時
〜
午
後
５
時

場
所
　
市
内
の
各
司
法
書
士
事
務
所

・
土
地
や
建
物
の
売
買
、
贈
与
、
相
続
、
担

保
権
の
設
定
等
の
手
続
き

・
会
社
・
法
人
の
設
立
、
変
更
等
の
登
記
問

題
・
建
物
の
新
築
、
増
築
に
つ
い
て
の
手
続
き

・
金
銭
の
貸
し
借
り
、
借
地
・
借
家
等
の
ト

ラ
ブ
ル
の
申
し
立
て

・
多
重
債
務
者
の
調
停
、
訴
訟
、
自
己
破
産

等
に
よ
る
救
済
の
申
し
立
て

・
訪
問
販
売
の
解
約
、
保
証
人
、
隣
地
間
の

も
め
事
等
の
手
続
き

・
家
庭
内
の
人
間
関
係
と
結
婚
、
離
婚
、
内

縁
等
の
問
題
の
手
続
き

・
遺
言
の
方
法
と
相
続
手
続
き

・
高
齢
者
の
今
後
の
財
産
管
理
等
（
生
前
贈

与
・
遺
言
・
負
担
付
遺
贈
・
死
因
贈
与
・
信

託
・
財
産
管
理
委
任
契
約
等
の
手
続
き
）

そ
の
他
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

お
問
い
合
わ
せ
　
　

　
司
法
書
士
会
佐
渡
支
部

　
☎
55
―
３
１
１
７

　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
ス
マ
イ
ル
赤
泊
で

は
、
職
員
採
用
試
験
を
行
い
ま
す
。

募
集
職
種
・
採
用
予
定
数

①
介
護
職
員
　
５
名

②
看
護
職
員
　
１
名

③
介
護
支
援
専
門
員
　
１
名

受
験
資
格

①
心
身
と
も
に
健
康
で
、
普
通
自
動
車
免
許

を
有
す
る
方
ま
た
は
平
成
23
年
４
月
ま
で

に
取
得
見
込
み
の
方

②
看
護
師
（
准
看
護
師
含
む
）
の
資
格
お
よ

び
普
通
自
動
車
免
許
を
有
す
る
方
ま
た
は

平
成
23
年
４
月
ま
で
に
取
得
見
込
み
の
方

③
介
護
支
援
専
門
員
の
資
格
お
よ
び
普
通
自

動
車
免
許
を
有
す
る
方
ま
た
は
平
成
23
年

４
月
ま
で
に
取
得
見
込
み
の
方

試
験
日
　
10
月
１
日
（
金
）

会
場
　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
ス
マ
イ
ル
赤
泊

試
験
内
容
　
作
文
試
験
お
よ
び
面
接

合
格
発
表
　
10
月
８
日（
金
）

採
用
予
定
期
日
　
平
成
23
年
４
月
１
日

受
験
申
込
書
の
交
付
　
８
月
10
日（
火
）か
ら

ス
マ
イ
ル
赤
泊
総
務
係
で
交
付
し
ま
す
。

郵
送
を
希
望
す
る
場
合
は
、
80
円
切
手
を

貼
り
、
宛
名
を
書
い
た
返
信
用
封
筒
を
同

封
し
て
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間
　
８
月
10
日（
火
）〜
９
月
17
日

（
金
）（
必
着
）

お
問
い
合
わ
せ
　
ス
マ
イ
ル
赤
泊（
総
務
係
）

☎
81
―
５
７
５
０

　
〒
９
５
２
―
０
７
０
６

　
佐
渡
市
徳
和
６
２
０
７
番
地
２

　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
は
も
ち
の
里
・
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
は
も
ち
の
里
で
は
、

職
員
採
用
試
験
を
行
い
ま
す
。

募
集
職
種
・
採
用
予
定
数

　
介
護
職
員
　
若
干
名

受
験
資
格

・
介
護
福
祉
士
等
の
資
格
を
有
し
て
い
る
方

ま
た
は
平
成
23
年
４
月
１
日
ま
で
に
取
得

見
込
み
の
方

・
佐
渡
市
に
住
所
ま
た
は
本
籍
を
有
す
る
方

・
昭
和
31
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
方

試
験
日
　

　
１
次
試
験
　
10
月
３
日（
日
）

　
２
次
試
験
　
１
次
試
験
合
格
者
に
通
知

試
験
会
場
　

　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
は
も
ち
の
里

採
用
予
定
日
　
平
成
23
年
４
月
１
日
以
降

受
験
申
込
書
の
交
付
　
は
も
ち
の
里
庶
務
係

で
交
付
し
ま
す
。
郵
送
を
希
望
す
る
場
合

は
、
封
筒
の
表
に
「
受
験
申
込
書
請
求
」

と
朱
書
き
し
、
返
信
用
封
筒
を
同
封
し
、

請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間
　
８
月
20
日（
金
）〜
９
月
15
日（
水
）

お
問
い
合
わ
せ
　
は
も
ち
の
里
（
庶
務
係
）

　
☎
88
―
３
８
１
１

　
〒
９
５
２
―
０
５
０
４
　
佐
渡
市
羽
茂
本

郷
25

　
（
医
）愛
広
会
介
護
老
人
保
健
施
設
相
川
愛

広
苑
で
は
、
職
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

募
集
職
種
　
看
護
師
・
准
看
護
師
（
年
齢
や

経
験
年
数
は
不
問
。
熱
意
が
あ
り
、
仕
事

に
前
向
き
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
け
る
方

を
歓
迎
し
ま
す
。
）

待
遇
　
（
医
）愛
広
会
規
定
に
よ
り
優
遇
。
各

種
社
会
保
険
完
備

※
同
時
募
集
中
　
日
勤
看
護
師
（
パ
ー
ト

可
）
、
夜
勤
専
従
看
護
師
パ
ー
ト

※
施
設
見
学
歓
迎（
事
前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
）

　
利
用
者
の
健
康
管
理
を
中
心
と
し
た
業
務

内
容
で
す
。
各
種
研
修
を
実
施
し
、
職
員
の

育
成
に
努
め
て
お
り
、
ブ
ラ
ン
ク
の
あ
る
方

で
も
、
て
い
ね
い
に
指
導
し
ま
す
。
厳
し
い

中
に
も
仕
事
は
楽
し
く
！
を
モ
ッ
ト
ー
に
頑

張
っ
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
　
相
川
愛
広
苑

　
☎
61
―
２
８
０
０
（
担
当
・
金
子
）

　h
ttp
://w

w
w
.a
ik
o
.o
r.jp
/

市
報
さ
ど
・
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

広
告
を
掲
載
し
ま
せ
ん
か
！

申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
は

市
役
所
総
務
課
（
広
報
広
聴
係
）

☎
63
―
3
1
1
1

お
　
知
　
ら
　
せ

医
療
法
人
愛
広
会

職
員
募
集
の
お
知
ら
せ

社
会
福
祉
法
人
佐
渡
前
浜
福
祉
会

職
員
募
集
の
お
知
ら
せ

社
会
福
祉
法
人
小
佐
渡
福
祉
会

職
員
募
集
の
お
知
ら
せ

司
法
書
士
に
よ
る
無
料
法
律
相
談

20



第10回国際水彩画大会IN NIIGATA
国際水彩画交流展2010佐渡展
　出品は7カ国と地域（アメリカ、フランス、中国、

シンガポール、インドネシア、マレーシア、台湾）

50点展示ほか佐渡市民による作品。

日時　8月18日(水)～22日(日)
　　　午前9時～午後5時　最終日は午後4時まで　

会場　アミューズメント佐渡ロビー　 
・開場式　8月18日(水)　午前10時から　
・水彩画実演　8月18日(水)　午前11時から　
　　　　　　　実演指導　東富有先生(無料)

お問い合わせ　アミューズメント佐渡　☎52－2001

基礎的な和牛飼育講座（座学）
　和牛（黒毛和種）の繁殖経営に興味のある方や、

最近和牛を飼い始めた方等を対象に、和牛講座を開

催します。和牛の生態や飼養技術をはじめ、繁殖経

営のポイントなどについて学べます。将来牛を飼っ

てみたいと考えている方でも受講できますので、多

数の皆さまの参加をお待ちしています。

日時・会場　※時間はいずれも午後７時～８時
　両津会場　8月17日（火）

　　佐渡島開発総合センター（両津湊198）

　金井会場　8月18日（水）

　　佐渡地域振興局農政庁舎（中興684）

　相川会場　8月19日（木）

　　あいかわ開発総合センター（相川栄町1）

お問い合わせ
　佐渡農業普及指導センター　☎63－4385

　市役所農林水産課畜産係（第2庁舎）☎63－3761

　佐渡市と上越市は両市の更なる交流人口の拡大と集客を目指して「集客プロモーションパートナー都市

協定」を締結し、集客に向けたＰＲ活動をお互いに支援しています。

〈第85回 謙信公祭〉
　期間：8月21日（土）・22日（日）
　会場：春日山城跡史跡広場、春日山城周辺
　　謙信公の武勇と遺徳を偲ぶお祭りです。謙信公出陣の儀式で

ある「武てい式」や「川中島合戦」の再現などが行われます。今年

はＧＡＣＫＴ（ガクト）さんが上杉謙信公役として登場します。

〈越後上越　謙信公と春日山城展〉
　期間：11月28日（日）まで開催中（期間中は無休）
　会場：上越市埋蔵文化財センター（上越市春日山町1-２-８）
　料金：高校生以上…300円　小・中学生…100円　　
　　　　団体（15人以上）　高校生以上…250円　小・中学生…50円

　　戦国の名将・上杉謙信公や春日山城を中心に、越後上越の地で繰り広げられた戦国時代の歴史を紹介

する企画展です。

◎園児・小・中学生の皆さん、上越市からお届けした「無料招待券」をぜひご利用ください。

お問い合わせ　上越市観光振興課　☎025－526－5111

みんなで科学の世界を楽しもう！
「青少年のための科学の祭典」佐渡大会

第15回　科学の祭典
日時　9月18日（土）～23日（木）
　午前9時～午後4時30分

会場　佐和田体育館
★児童生徒科学作品展

　　科学模型、科学写真、発明工夫、標本など

★おもちゃコンテスト　18日（土）午後2時から

　　アイディアいっぱいの手作りおもちゃが大集合！

★科学体験教室　19日（日）午後2時～4時

　　ものづくりを通して科学のおもしろさを体験し

てください！

★同時開催

　　新潟大学サイエンスフェスタ　～水から学ぶ環境～

お問い合わせ　市立理科教育センター　☎51－4649

佐和田商工会創立50周年記念講演会
「ふるさとのときめき」
講師：宮田亮平さん（東京藝術大学学長　金工作家）

日時　9月18日（土）
　　　午後5時から（午後4時開場）

会場　アミューズメント佐渡　大ホール
入場料　一般500円
　　　　（事前にチケットをお買い求めください）

　　　　高校生以下無料（入場整理券が必要です）

チケットお問い合わせ　佐和田商工会　☎52-3148

　アミューズメント佐渡でもチケットを販売しています。

佐渡市の皆さん、今年の夏は“上越市”へお出かけください！

上越観光ネット 検索
クリック

入場
無料
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金井会、真野人会新会長選出
　10周年を迎えた首都圏佐渡連合会を構成する２つの郷土会に

おいて、新会長が選出され新たな歩みがスタートした。去る5月

16日、ジョン万次郎信濃町店において首都圏佐渡金井会総会が

行われ、新会長に坂田正通氏を選出し、前会長近藤正榮氏は顧

問に就任した。池袋の居酒屋に集まり創立大会を開いて以来32

年目になる。

　佐渡市千種にある旧佐渡女子高校の校舎が「伝統文化と環境

福祉の専門学校」になったことから、同校の本間 愼学校長から

「金井にできた専門学校」と題する講演が行われた。参加者に

は旧金沢高、女子校卒業生もいて、ふるさとの変遷に多くの人

は感慨を深めていた。

　一方、6月27日、同店において110余名の会員が集い、首都圏

真野人会総会・懇親会が開催された。来賓に佐渡市副市長 甲斐

元也氏他多数の方々が参加した。総会では、逸見正平新会長を

選出。「ふるさととの交流を活発にしたい」「同好会運営を通

して会員相互の親睦を深めたい」との活動方針を発表した。懇

親会では、真野の銘酒と佐渡の食材を使った美味しい料理、佐

渡民謡・歌謡ショー等、ふるさとの仲間が一堂に会して楽しい

一日となった。　　　
（文責：佐渡市東京事務所）

佐渡市東京事務所所長と駐在員が代わりました
　7月10日から、小木出身の榎谷端夫さんが新所長に、両津出身

の小路徹さんが新しく駐在員となりました。首都圏における情

報発信等さまざまな面でご活用ください。

　佐渡市東京事務所　☎03-5414-2651

　（渋谷区神宮前4-11-7 表参道・新潟館　ネスパス内）

　今年は、新潟県人会で最大の組織「東京

新潟県人会」設立100周年の年です。

　この機会に、新潟を愛してやまない国内

外の新潟県人会と新潟県民とが一堂に会

し、互いの絆を深め合い、さらなる交流促

進を図る「新潟県人会大交流祭」を開催し

ます。皆さん、ぜひご参加ください！

開催日　９月25日（土）・26日（日）
会　場　新潟市「朱鷺メッセ」
　　　　新潟コンベンションセンター

　前夜祭　9月24日（金）古町モール内（予定）

お問い合わせ
　新潟県知事政策局広報広聴課

　　☎025－280－5013 

　東京新潟県人会

　　☎03－3832－7619

首都圏佐渡金井会 坂田正通会長 首都圏真野人会 逸見正平会長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
渡
市
長
　
　
野
宏
一
郎

　
こ
の
と
こ
ろ
続
く
高
温
続
き
の
毎
日
に
、
本
土
に
比
べ
る
と

過
ご
し
や
す
い
佐
渡
で
も
熱
中
症
が
多
発
し
て
い
ま
す
。
最
初

梅
雨
の
気
温
が
低
く
、
稲
作
が
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、
地
球
温

暖
化
は
正
直
で
、
や
っ
ぱ
り
暑
く
な
り
ま
し
た
。

　
７
月
25
日
は
、
朝
か
ら
宿
根
木
（
小
木
）
の
白
山
丸
ま
つ
り

で
み
ん
な
で
北
前
船
を
引
き
出
し
ま
し
た
が
、
そ
の
後
小
木
マ

リ
ン
プ
ラ
ザ
で
電
動
ア
シ
ス
ト
自
転
車
の
出
発
式
が
開
催
さ

れ
、
ま
ず
は
先
頭
を
切
っ
て
自
転
車
に
乗
り
ま
し
た
。
新
規
格

の
自
転
車
は
今
ま
で
と
違
っ
て
力
強
く
、
広
く
山
坂
の
多
い
佐

渡
の
観
光
の
足
に
ぴ
っ
た
り
で
す
。

　　
そ
の
後
足
を
の
ば
し
て
、
野
浦
集
落
の
芸
能
祭
で
挨
拶
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
人
気
の
こ
の
祭
は
人
出
も
多
く
、
島

外
か
ら
の
フ
ァ
ン
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。
中
に
は
ロ
シ
ア
人
の

カ
ッ
プ
ル
も
い
て
、
熱
心
に
文
弥
人
形
芝
居
な
ど
を
鑑
賞
し
て

い
た
の
で
、
話
し
か
け

て
み
る
と
大
層
日
本
語

が
上
手
で
楽
し
ん
で
い

ま
し
た
。
外
国
人
客
を

誘
致
し
よ
う
と
し
て
い

る
現
在
、
外
国
人
に
も

理
解
で
き
る
よ
う
な
解

説
が
必
要
だ
と
実
感
し

ま
し
た
。

（題字　髙野宏一郎）

9月25日 プログラム
記念式典

大物産展

ふるさと芸能大会（第一部）

オペラ　「夕鶴」

記念対談
浅島誠さん・星野知子さん

映画・ＤＶＤ上映

9月26日 プログラム
大物産展

大交流会

ふるさと芸能大会（第二部）

米村でんじろうサイエンス教室

朗読コンサート

映画・ＤＶＤ上映

大抽選会

11：00～12：00

10：00～17：00

16：00～21：00

15：00～18：00

14：00～15：30

10：00～17：00

10：00～17：00

15：00～21：00

9：00～12：00

10：00～13：00

13：00～15：00

10：00～17：00

15：00～16：00

新潟に住む人、新潟から旅立った人、そして新潟を想う人

「新潟県人会大交流祭」

み ん な 集 ま ろ う
東京新潟県人会100周年記念

電動アシスト自転車に試乗

首都圏情報コーナー

No.
46
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＊　戸　籍　の　窓　＊ 6.15～7.19届出

6.7
6.8
6.15
6.22
7.3
7.8
7.8
6.17
6.18
7.6
6.11
6.11
6.14
6.18
6.24
6.25
7.1

健児
朋弥
光一
洋平
光介
浩史
正紀
祐
雄一
浩和
卓朗
新一
啓史
州右
弘泰
翼
純一

両　津
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
相　川
　〃
　〃
佐和田
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃

河崎
上横山
加茂歌代
秋津
北五十里
両津湊
城腰
達者
相川米屋町
相川一町目
東大通
河原田本町
八幡
石田
窪田
八幡
東大通

（ありさ）
（ひろき）
（むつき）
（うな）
（るきあ）
（のりと）
（めい）
（らん）
（めい）
（ことね）
（はるか）
（けいき）
（ゆずき）
（ゆうき）
（なずな）
（こうき）
（ななみ）

池　　　愛里咲

齊　藤　弘　樹

田　口　睦　絆

谷　口　海　那

山　本　琉希亜

北　　　至　人

野　口　芽　生

濱　辺　　　蘭

遠　山　芽　生

山　田　琴　音

古　俣　晴　香

渡　辺　恵　輝

若　林　結　希

松　本　侑　己

大　地　なずな

中　山　幸　輝

白　井　七　美

6.18
6.19
6.20
6.21
6.28
6.28
7.3
7.3
7.3
7.4
7.4
7.8
7.9
7.10
7.12
7.15
7.15
7.15
7.17
6.18
6.20
6.25
6.28
7.1
7.1
7.16
7.16
7.17
6.14
6.18
6.20
6.24
6.26
7.2
7.3
7.3
7.5
7.14
6.22
7.1
7.14

67
77
76
72
78
88
72
97
102
72
82
94
85
87
85
84
83
88
84
95
69
75
84
83
69
86
85
76
89
86
73
84
68
91
98
67
82
92
79
98
93

両　津
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
相　川
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
佐和田
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
金　井
　〃
　〃

春日
両津夷
鷲崎
両津大川
月布施
梅津
春日
吾潟
両津湊
両津湊
両津湊
下久知
鷲崎
吾潟
両津湊
両津湊
両津夷
願
月布施
北片辺
相川米屋町
五十浦
矢柄
達者
相川南沢町
二見
戸地
相川大浦
沢根五十里
八幡
市野沢
八幡町
河原田本町
窪田
河原田諏訪町
市野沢
八幡
沢根五十里
金井新保
貝塚
三瀬川

中　川　　　代

伊　藤　テル子

佐　藤　忠　吉

磯　口　久　江

三　浦　　　夫

髙　橋　光　威

中　川　祐　一

本　間　園　枝

猪　又　千代子

丹　波　京　子

内　田　ハツノ

田　邉　ミ　ヨ

渡　辺　欣　次

渡　邉　勇　一

水　井　　　勇

渡　邉　　　進

南　雲　榮　子

山　下　　　松

土　屋　文　雄

生　浦　チ　ヨ

中　村　三　郎

濱　田　長　一

田　先　智　惠

和　倉　英　雄

大　瀧　好　子

岩　﨑　ス　ギ

金　津　チヱ子

猪　瀨　雄　藏

本　間　シュン

池　　　豊　一

松　本　　　勇

亀　井　チヨノ

兵　庫　高　志

永　井　ハツエ

若　林　フ　ジ

福　嶋　照　子

哥　　　八重子

本　間　カヨ子

山　　　榮　次

本　間　イ　チ

松　井　ミ　ワ

7.18
6.15
6.26
7.3
7.6
7.14
7.18
6.16
6.19
6.20
6.21
6.23
6.25
6.27
6.27
6.29
7.10
7.11
7.15
7.16
7.18
6.15
6.15
6.20
6.26
6.27
6.27
7.1
7.16
6.16
6.22
7.19
6.14
6.26
6.30
7.3
7.2
7.15

5.17
5.17
5.17

96
85
84
76
84
81
90
92
93
86
81
100
62
84
59
97
84
92
85
98
76
88
61
75
96
93
48
78
92
82
91
96
73
90
80
77
69
88

75
78
76

金　井
新　穂
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
畑　野
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
真　野
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
小　木
　〃
　〃
羽　茂
　〃
　〃
　〃
赤　泊
　〃

佐和田
　〃
　〃

中興
新穂大野
下新穂
新穂瓜生屋
新穂
新穂青木
新穂潟上
宮川
宮川
栗野江
丸山
畑野
飯持
畑野
目黒町
松ヶ崎
宮川
寺田
小倉
畑野
松ヶ崎
真野
西三川
吉岡
吉岡
真野
吉岡
金丸
西三川
小木町
沢崎
小木町
羽茂三瀬
羽茂大石
羽茂小泊
羽茂滝平
赤泊
南新保

河原田諏訪町
青野
沢根五十里

伊　藤　ミサホ

諸　橋　ハツミ

池　野　キ　ク

畝　目　明　一

土　屋　正　之

本　間　壽美子

半　田　みよの

本　間　雅　彦

山　口　多　鶴

本　間　　　久

源　田　　久次

中　川　ミ　ツ

猪　股　マチ子

小　田　亮　一

近　藤　　　充

渡　部　サ　ン

山　郷　賢　　

渡　部　ヨシイ

新　田　シ　カ

石　田　ヨ　シ

本　間　次　郎

鶴　間　嘉　一

中　川　令　夫

鈴　木　キクエ

髙　野　フ　ヂ

佐　藤　茂　代

津　山　由加里

鈴　木　キ　ミ

山　本　ト　メ

中　川　スミヱ

有　田　　　穰

菊　地　ア　キ

大　和　昭　雄

中　川　ヤツヱ

佐々木　孝三郎

水　田　恒　男

中　川　達　也

渡　部　ナ　ツ

福　島　宏　雄

尾　﨑　榮　吉

本　間　　　操　

7.8
6.18
6.20
6.22
6.23
7.2
7.6
6.7
6.17
6.20
6.26
6.10
6.10
6.17
6.23
7.5
7.11

大輝
透
圭一
康宏
正明
良

喜代実
祐一
豪
裕
浩二
孝則
孝則
裕文
真治
正博
満

佐和田
金　井
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
新　穂
畑　野
　〃
　〃
真　野
　〃
　〃
小　木
羽　茂
　〃

中原
千種
泉
大和
泉
千種
中興
新穂北方
多田
寺田
三宮
真野新町
真野新町
長石
小木木野浦
羽茂大橋
羽茂大崎

（なつき）
（みう）
（はる）
（みらい）
（ゆづき）
（おうすけ）
（たけし）
（そうじろう）
（いろは）
（みなせ）
（えいと）
（ゆな）
（はな）
（そうま）
（ゆうり）
（そら）
（りお）

加　藤　夏　輝

大　平　美　羽

村　田　朝　陽

加　藤　未　來

北　見　優　月

青　柳　旺　佑

山　本　武　司

大　屋　颯士朗

武　藤　彩　葉

遠　藤　美七星

中　川　瑛　斗

本　間　由　菜

本　間　花　菜

薄　木　壯　真

鈴　木　夕　凛

松　村　奏　良

村　田　梨　桜

※保護者やご遺族の承諾を得て掲載しています。（敬称略）

市報さど７月号におくやみの記載漏れがありました。おわびして訂正します。

地  区  名 大  字  名
う  ぶ  ご  え

氏　　　　名 保護者 たんじょう日

お  く  や  み
地  区  名 大  字  名 氏　　　　名 年　　齢 ご  命  日
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佐渡市メール配信サービス実施中
＊＊配信情報＊＊
　火災（建物のみ）
　防災・防犯
　通行止め
　観光イベント情報

■発行・編集　佐渡市役所 総務課広報広聴係　佐渡市千種232番地　　　　■発行日　平成22年8月10日
　TEL0259（63）3111・FAX0259（63）3300　　ホームページアドレス http://www.city.sado.ni igata.jp

市の面積　855.30㎢（平成21年10月1日）　市の海岸線279.6km（平成20年3月31日）

市
の
魚
　
ブ
リ

市
の
鳥
　
ト
キ

市
の
木
　
ア
テ
ビ

市
の
花
　
カ
ン
ゾ
ウ

お問い合わせ  市役所地域振興課
　　　　　　（情報政策係）☎63-5139

アドレス sado@psmail.jp に空メールを送
ると、仮受付メールが返信されますので、
案内にしたがって本登録してください。

8月29日
（日曜日）

佐渡市総合防災訓練を実施します
お問い合わせ　市役所総務課防災安全係　☎63－5135

　市では、総合防災訓練を実施します。
　当日は、午前９時に市内のサイレンを一斉に30秒間連続１回鳴らします
ので火災等とお間違えのないようご注意ください。訓練には多くの各関係
機関からご参加いただき、様々な見ごたえのある訓練が実施されますの
で、ぜひご見学ください。また、会場には防災体験コーナーや防災車両・
用品等の展示コーナーもたくさんあり、炊き出し訓練のカレーライスも試
食できます。ご家族みなさんでご来場ください。

日　時　８月29日（日）　午前９時～12時30分
会　場　おんでこドーム（両津湊地内）
主な訓練内容　・海上救出訓練・建物消火訓練・応急手当講習会・
災害用伝言ダイヤル体験・自衛隊車両の展示・パトカーの展示など
※ほかにも多数の訓練を実施します。

◀会場アクセス

日時　8月20日（金）～22日（日）午前10時～午後6時
場所　離島センター（海運資料館）　小木町1941-1

お問い合わせ　
・曽我さん母娘を救う会　
　☎55-2696（会長 和田）　
・市役所総務課
　（拉致被害者対策係）
　☎63-3111

訓練会場周辺では、航空機やヘリコプターを使用した訓
練を実施します。騒音等でご迷惑をおかけしますが、ご
協力をお願いします。

お願い

毎月第1・3金曜 午後5時から　CNSニュース内で 放送中！
「助けてドクター！」
育児に関するお悩みを解決します！お気軽に投稿くださいね☆
投稿方法　メール、FAX、ハガキに、お名前と相談内容を
書いてお送りください。(お名前はペンネームでもかまいません)
※メール　help@city.sado.niigata.jp　※FAX  51-2040
※ハガキ　〒952-0318佐渡市真野新町489番地 
　　　　　CNSテレビ「助けてドクター!」係　まで
お問い合わせ　CNSテレビ　☎51-2030

●

●

●

● ●

●

JA佐渡
小木

公園 ニュー
喜八屋 駐在所

小木
図書館

佐渡汽船
小木ターミナル

離島センター
（海運資料館）
離島センター
（海運資料館）
離島センター
（海運資料館）
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めぐみさん、ミヨシさん等
拉致被害者のパネル展
めぐみさん、ミヨシさん等
拉致被害者のパネル展
めぐみさん、ミヨシさん等
拉致被害者のパネル展
めぐみさん、ミヨシさん等
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拉致被害者のパネル展
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